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所　

得　

税

【
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
（
給
与
所
得

者
）
以
外
の
方
】

■
商
業
、
工
業
、
医
業
、
農
業
、

漁
業
等
を
営
ん
で
い
る
方

■
地
代
・
家
賃
・
配
当
収
入
・
不

動
産
売
却
等
の
所
得
が
あ
る
方

　

昨
年
中
の
所
得
金
額
の
合
計
額

が
基
礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶

養
控
除
等
の
所
得
控
除
の
合
計
額

を
超
え
る
方
は
必
ず
申
告
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
】

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
（
給
与
所
得

者
）
の
所
得
税
は
、
年
末
調
整
に

よ
っ
て
精
算
さ
れ
る
の
が
普
通
で

あ
り
、
確
定
申
告
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
次
の
よ
う
な

方
は
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

■
給
与
の
年
収
が
二
千
万
円
を
超

え
る
方

■
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の

所
得
金
額
の
合
計
額
が
二
十
万
円

を
超
え
る
方

■
二
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
も

ら
っ
て
い
る
方

所
得
税
の
確
定
申
告
に
必
要
な
も

の①
税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た
申
告

書
・
納
付
書
を
お
持
ち
の
方
は
、

そ
の
「
申
告
書
・
納
付
書
」
と

「
認
め
の
印
鑑
」

②
給
与
・
年
金
な
ど
が
あ
る
方
は

「
源
泉
徴
収
票
」

③
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、

「
支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書
・

明
細
書
、
保
険
（
高
額
医
療
・
入

院
給
付
金
）
等
で
補
て
ん
さ
れ
る

金
額
の
明
細
書
」

④
生
命
保
険
料
控
除
の
あ
る
方
は

「
支
払
保
険
料
の
証
明
書
」

⑤
地
震
保
険
料
控
除
（
旧
長
期
損

害
保
険
料
控
除
）
の
あ
る
方
は

「
支
払
保
険
料
の
証
明
書
」

⑥
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受

け
る
方
は
「
登
記
事
項
証
明
書
」

「
住
民
票
の
写
」
「
売
買
契
約

書
」
又
は
「
請
負
契
約
書
」
の
写
、

「
住
宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金

の
年
末
残
高
証
明
書
」

　

敷
地
等
の
購
入
に
係
る
ロ
ー
ン

に
つ
い
て
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、

そ
の
敷
地
等
の
「
登
記
事
項
証
明

書
」、「
分
譲
に
係
る
契
約
書
の
写
」

⑦
国
民
年
金
保
険
料
等
の
「
納
税

証
明
書
」
・
「
領
収
書
」

住　

民　

税

　

市
県
民
税
及
び
国
民
健
康
保
険

税
の
申
告
（
以
下
、
住
民
税
申
告

と
い
い
ま
す
）
は
、
平
成　

年
１

２０

月
１
日
現
在
小
城
市
に
住
所
が
あ

り
、
次
の
要
件
①
②
の
ど
ち
ら
に

も
当
て
は
ま
ら
な
い
方
に
平
成　
１９

年
中
の
所
得
に
つ
い
て
申
告
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
。

①
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
た

方
及
び
そ
の
予
定
の
方

②
収
入
が
給
与
収
入
の
み
（
年
末

調
整
済
）
の
方
で
、
勤
務
先
か
ら

給
与
支
払
報
告
書
が
市
役
所
へ
提

出
さ
れ
て
い
る
方

　

も
し
申
告
が
無
い
場
合
、
所
得

証
明
書
や
課
税
証
明
書
を
発
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
平

成　

年
中
に
収
入
が
無
く
て
も
、

１９
そ
の
旨
住
民
税
申
告
を
し
な
け
れ

ば
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
が
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

税
制
改
正
の
お
知
ら
せ

　

平
成　

年
中
の
確
定
申
告
か
ら

１９

適
用
さ
れ
ま
す
。
主
な
改
正
点
は

次
の
と
お
り
で
す
。

①
地
震
保
険
料
控
除
が
創
設
（
最

高
五
万
円
控
除
）
さ
れ
、
従
来
の

損
害
保
険
料
控
除
が
な
く
な
り
ま

し
た
。

　

な
お
、
平
成　

年　

月　

日
ま

１８

１２

３１

で
に
締
結
し
た
長
期
損
害
保
険
料

控
除
は
従
前
の
計
算
に
よ
る
金
額

（
最
高
一
万
五
千
円
）
控
除
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
定
率
控
除
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

③
減
価
償
却
制
度
が
改
正
さ
れ
、

平
成　

年
４
月
１
日
以
降
取
得
さ

１９

れ
た
資
産
と
、
平
成　

年
３
月　

１９

３１

日
以
前
に
取
得
さ
れ
た
資
産
で
は
、

計
算
方
法
が
異
な
り
ま
す
。

④
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
適

用
の
あ
る
方
（
平
成　

年
か
ら
平

１１

成　

年
ま
で
に
入
居
し
た
方
に
限

１８
り
ま
す
）
で
、
所
得
税
か
ら
控
除

し
た
残
額
に
つ
い
て
は
、
翌
年
度

分
の
住
民
税
よ
り
そ
の
残
額
に
相

当
す
る
金
額
を
減
額
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
（
た
だ
し
、
市

区
町
村
に
対
し
、
各
年
度
の
期
限

内
に
申
告
書
を
提
出
し
た
方
に
限

り
ま
す
）

そ
の
他
の
申
告
受
付
会
場

●
牛
津
町
セ
リ
オ
２
階

多
目
的
ホ
ー
ル

期
間　

２
月　

日
（
火
）
～

２６
２
月　

日
（
水
）

２７

時
間　
　

時
～　

時

１０

１２

　
　
　
　

時
～　

時

１３

１６

●
九
州
北
部
税
理
士

確
定
申
告
無
料
相
談

場
所　

佐
賀
県
勤
労
者
福
祉
会
館

　
　
　

２
階
第
一
研
修
室

期
間　

２
月
５
日
（
火
）
～

３
月
７
日
（
金
）

時
間　

９
時　

分
～　

時　

分

３０

１１

１５

　
　
　
　

時
～　

時　

分

１３

１５

３０

※
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日

と
次
の
日
は
申
告
相
談
を
行
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。

　

２
月　

日（
火
）・　

日（
月
）・

１２

１８

　

日（
月
）　

３
月
３
日（
月
）

２５※
佐
賀
県
勤
労
者
福
祉
会
館
で
は
、

譲
渡
所
得
・
贈
与
税
の
相
談
は
受

け
付
け
て
お
り
ま
せ
ん
。

●
佐
賀
税
務
署
申
告
会
場

　

平
日
以
外
に
も
２
月　

日
と
３

２４

月
２
日
の
日
曜
日
に
限
り
受
付
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

「
所
得
税
の
確
定
申
告
」
、
「
市
県
民
税
及
び
国
民
健
康
保
険
税
の
申
告
」
が
始
ま
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ

め
、
必
要
な
書
類
を
準
備
し
て
、
早
め
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
告
に
は
、
平
成　

年
中
に
生
命
保
険
等
の
満
期
金
を
受
け
取
っ
た
場
合
は
一
時
所
得
と
し
て
、

１９

個
人
年
金
を
受
け
取
っ
た
場
合
は
、
雑
所
得
と
し
て
申
告
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
役
所
で
の
申
告
納
税
相
談
会
場
・
時
間
等
は
、
次
の
行
政
区
別
日
割
表
の
と
お
り
で
す
。

※
営
庶
業
及
び
譲
渡
所
得
申
告
者
・
消
費
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
税
務
署
で
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

　

申
告
納
税
相
談
会
場
は
、
期
間
中
、
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

で
き
る
だ
け
決
め
ら
れ
た
日
時
に
お
い
で
下
さ
い
。
申
告
期
間
中
で
も
申
告
納
税
相
談
を
行
っ
て
い
な
い
会

場
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】　

税
務
課　

課
税
係
（
小
城
庁
舎
）
☎　

−

８
８
０
１

７３

申
告
と
納
税
は
正
し
く
・
お
早
め
に
概

2
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芦刈庁舎
（２階大会議室）

牛津庁舎
（２－１・２－２会議室）

三日月庁舎
（３階大会議室）小城公民館（１階会議室）

姶 逢娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃
曜日日付

午後
１３：００
～
１５：３０

午前
９：００
～
１１：００

午後
１３：００
～
１５：３０

午前
９：００
～
１１：００

午後
１３：００
～
１５：３０

午前
９：００
～
１１：００

午後
１３：００～１５：３０

午前
９：００～１１：００時間帯

泉江津遠江吉原小隈住吉町城栄町寺浦（月）２月１８日

牛津本町下江良今市芦田本山中町大手町鷺ノ原（火）２月１９日

虎坊立野六丁本告社雇用促進住宅小城中村東小松西新町（水）２月２０日

芦刈中村社榒東戸崎新屋敷友田下畑田上町江里山湯谷吉田（木）２月２１日

蒲原内砥川久米土生県営住宅米隈轡ヶ里大塚松葉（金）２月２２日

前満江練ケ里甘木大地町一本松小島鯖岡東新町（月）２月２５日

中溝舎人下古賀樋口杉町川内桑鶴不二町寒気下右原（火）２月２６日

赤司久本三ヶ島君ｹ坂松本西谷蛭子町布施ヶ里（水）２月２７日

西江津柿樋瀬岡本甲柳原大寺中善寺大江永泉寺西小路（木）２月２８日

八枝高道浜中江口立石深町焼山船田出分アミジア正徳町（金）２月２９日

東道免永田東北小路西分立物初田三間寺久蘇馬場畑田（月）３月３日

高柳江津ケ里高田袴田戊円光寺横町弥生町門前（火）３月４日

町分西戸崎新町谷下町西川石体上右原（水）３月５日

柳鶴天満町佐織深川島溝下久須江里口大日松尾（木）３月６日

川越牛王石木堀江江利岡町山崎砂田萩ノ町（金）３月７日

大戸ケ里生立ケ里緑四条川原平原黒原峰（月）３月１０日

永田宿古賀東分長神田西晴気二瀬川朝日町北浦（火）３月１１日

西道免道免上江良乙柳清水宿須の木北小路（水）３月１２日

三条弁財新村金田仁俣小城栄町原田庄小城本町（木）３月１３日

牛津栄町砥川町両新村五条道辺牛尾坂井郷の木高原（金）３月１４日

住の江東住の江西永田南勝寺町予備日（月）３月１７日

申告納税相談　行政区別日割表 小城の申告会場を変更していま
すのでご注意下さい。

！ご注意ください！
１ 今年から小城会場を変更しています。（小城庁舎→小城公民館）
２ 決められた日時に来られない方は、税務課にご相談ください。（☎７３－８８０１）
３ 土・日曜日は受付をいたしておりません。
４ ２月２６日（火）、２７日（水）は牛津町セリオ２階でも受付を行っています。
　（１０時～１２時、１３時～１６時）
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小城市総合計画（戦略プロジェクト3）小城市総合計画（戦略プロジェクト3） No.11
　今月号では、戦略プロジェクト「みんないきいき健康プロジェクト」の内容及び１９年度の主な取り組みについてお
知らせします。
　次回は、戦略プロジェクト４「宝ぴかぴか輝きプロジェクト」について紹介します。

【問合せ】企画課　企画振興係（牛津庁舎）　担当　野口・村岡　☎６３－８８０３

戦略プロジェクト3「みんないきいき健康プロジェクト」
　1　プロジェクトの内容　　
　「みんないきいき健康プロジェクト」は、健康日本一を目指し、すべての市民が生涯にわたって心身ともに健康で、
幸せに暮らせるまちの形成に向け、医療機関や保健福祉センターなどの資源を活用し、市民一人ひとりの健康増進と医
療費負担の軽減をリードする取組みを積極的に進めます。　
　また、市独自の医療・保健・福祉連携の健康モデル事業にも取り組みます。

　限られた経営資源（人材・財源・時間等）の選択と集中により、市民の皆様のニーズにより的確に応える戦
略的かつ重点的な市政運営を推進するため、各施策を横断的に捉えた４つのプロジェクトを「戦略プロジェク
ト」として設定しているものです。

ー戦略プロジェクトとはー

①子どものびのび
　健やかプロジェクト

②水きらきら
　快適プロジェクト

③みんないきいき
　健康プロジェクト

④宝ぴかぴか
　輝きプロジェクト

　2　１９年度の主な取り組み　
○広域循環バス試行運行事業（牛津庁舎：企画課　☎６３−８８０３）
　　車や車の免許をお持ちでない市民の皆様の外出を支援するために、市役所各庁舎や各保健福祉センター、市民病院
など１０箇所をまわる「小城市広域循環バス」の無料での試行運行を開始しています。牛津町保健福祉センター「アイ
ル」を発着地として、平日のみ１日４便を運行していますので、市役所や保健福祉センターなどへ移動の際には、ご
利用ください。

○禁煙・分煙推進事業（三日月庁舎：健康増進課　☎７３−８８２２）
　【イエローカード配布事業】
　　たばこの受動喫煙を防止するために、市民の皆様に名刺大のイエローカードを配布しています。このカードを施設
管理者（集会場、展示場、事務所、官公庁施設、飲食店等）に提示することで、分煙の徹底を呼びかけ、受動喫煙対
策を講じていただくことをお願いしています。

　【禁煙対策事業】
　　たばこをやめたい方に継続的な禁煙サポートを実施しています。
○小城市シルバー人材センター参画事業（三日月庁舎：高齢障害福祉課　☎７３−８８２０）
　　高齢者の方の社会参加を促進し、就労・雇用機会を推進することを目的として、高齢者の方々が自らの経験と能力
生かし、社会参加と生きがいづくりを行う「小城市シルバー人材センター」への支援を行っています。

○小城市体育協会補助事業（小城庁舎：生涯学習課　☎７３−８８０８）
　　市民の皆様のスポーツを通じた健康づくりを推進するため、財団法人「小城市体育協会」への支援を行い、各地域
でのスポーツ大会や教室を開催しています。

　参考　プロジェクトのイメージ図　

禁煙のまちづくりの推進

高齢者の社会参加の促進

生涯スポーツによる健康づく
りの推進

医療・保健・福祉がタイアッ
プした健康モデル事業の実施

生涯にわたる生活習慣病の予防

みんないきいき
健康プロジェクト
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【問合せ】　企画課　市民協働推進係（牛津庁舎）　担当　坂田・森永（健）
　　　　　　☎６３－８８０３　胃６３－８８０８　Ｅメール　kikaku@city.ogi.lg.jp

No.11

　小城市は、市民の皆さまとの協働により「スローライフなまちづくり」を進めていきます。「スローライフ
なまちづくり」は、小城市の素晴らしい自然や歴史、伝統、文化を大切にし、その良さを身近に感じ、それら
を暮らしに生かすことにより小城市で暮らす価値に気づいていただくとともに、「緩急自在」にそれぞれに
あった暮らし方をすることで、総合計画の基本目標である「質の高い美しいまち」を目指すものです。
怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

スローライフ小城の会情報スローライフ小城の会情報ローライフ小城の会情報ーライフ小城の会情報ライフ小城の会情報会情報報スローライフ小城の会情報ローライフ小城の会情報ローライフ小城の会情報スローライフ小城の会情報スローライフ小城の会情報
スローライフの視点で取り組みたい活動を考えてみました。　
各会員で提案したプランに盛り込む活動案の説明を行い、賛同する活動について
投票を行っていきました。
ここでは、賛同数の多かったものをご紹介します。

各会員で提案したプランに盛り込む活動案の説明を行い、賛同する活動について
投票を行っていきました。
ここでは、賛同数の多かったものをご紹介します。

『おぎにり』・・・小城の食材をいかす
　スローフードの展開。
　江里山の棚田米
　有明海の海苔
　牛尾の梅
　小城の食材のみのおにぎり「おぎにり」
　いろいろなイベントがある時に、新ブラ
ンドとして試食と販売を行ってはどうで
しょう？
　合併したからできる「おぎにり」です。

『酒蔵活用アイディアコンクール』・・・
小城らしさを感じる酒蔵を活かす

　小城には北から天山酒造酒蔵、小柳酒造酒蔵、光
栄菊酒蔵、千代雀酒蔵と、小城を語るにはずせない
貴重な建物が存在します。
　現在、それぞれにコンサート等に活用されていま
すが、ここで、何か小城市の特徴をいかしたことが
できないか、アイディアを募ってみてはどうでしょ
うか？　

『食文化フェスティバル』・・・
小城の食を見つめ直す

　例えば、小城の甘味、といっても羊羹、そしてアイ
スクリームがつくられていたりします。
　また、砂糖は長崎街道（別名シュガーロード）を通っ
て運ばれてきています。
　地元の食文化の基本を見直してみましょう。

『農村オープンカフェ』・・・
地元の食材で癒しの空間を

　縁側交流変形版。まある～いおつきあいをイメージし
て、テーブルも椅子も丸。
　いただくのは、美味しい江里山の甘露水でいれたコー
ヒーと地元食材を使ったメニュー。
　こんな感じでくつろいでみたいと思いませんか？

『小城塾創生事業』・・・小城のことを
立ち止まってもっとよく知る

　合併した他の地区のことをまだまだ知らないというこ
とが、スローライフ小城の会でわかりました。そこで、
小城の研究塾のようなものをつくり、どんどん外にも発
信できるようになればいいのでは、と考えました。

○スローライフ漫画

　２月３日は節分です。豆まきをしながら、ふと、大豆のことが気になりました。大豆は小城の特産です。し
かも品質もよく小城の「フクユタカ」で作られる豆腐は有名で、小城の「フクユタカ」しか使わないというこ
だわりのお豆腐屋さんもあるほどです。ちょっと立ち止まって考えてみると新たな発見があります。
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協協協協協協協協協協協協協協協協働働働働働働働働働働働働働働働働ととととととととととととととととのののののののののののののののの出出出出出出出出出出出出出出出出会会会会会会会会会会会会会会会会いいいいいいいいいいいいいいいい協働との出会い 
～～～～～～～～～～～～～～～～みみみみみみみみみみみみみみみみななななななななななななななななささささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんんんんととととととととととととととととのののののののののののののののの出出出出出出出出出出出出出出出出会会会会会会会会会会会会会会会会いいいいいいいいいいいいいいいいヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘ～～～～～～～～～～～～～～～～（（（（（（（（（（（（（（（（ペペペペペペペペペペペペペペペペーーーーーーーーーーーーーーーージジジジジジジジジジジジジジジジ２２２２２２２２２２２２２２２２～みなさんとの出会いヘ～（ページ２）））））））））））））））））

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

　小城市は本年度、市民の皆様と｢協働の指針｣を策定しています。
　協働とは、市民の皆様や社会を構成する多様な団体と行政が、責任と役割分担を相互に自覚し、補完・協力
しながら、対等の関係でよりよい地域、社会づくりといった共通の目的を達成するために、連携して活動する
ことです｡
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

《１２月１９日（水）、第２回小城市協働の指針 
策定懇話会が開催されました｡》

　第２回の会議では、市民の皆様及び行政双方から見
た地域課題や現状の把握を提案シートとして提出いた
だき、その集計結果に基づき課題別に福祉分野など７
分野に分類し、双方の協働の認識度やどういう風な流
れで協働を考えていくべきかを話し合いました｡
　具体的には、アドバイザーの助言を受けながらそれ
ら課題について「どうなっていればいいか？」、「誰
が担った方がいいか？」など８項目の設定について検
討を行いました｡
　協議内容については、後日ホームページで公表しま
す。なお、次回の開催は、２月中旬を予定しています。

《市民協働の研修会<基礎編> 
を開催しました！！》

　去る１月８日（火）、９日（水）に議会棟議場（牛
津庁舎西側）において今回、初めての試みであった市
民の皆様と職員による合同研修会を開催しました｡
　全体で（昼、夜開催をあわせ）約１２０名の参加があ
り、それぞれ３時間の長丁場でありましたが、今後の
自治体運営に欠かせない恊働について、その重要性を
認識されたことと思います。
　皆さんこれから少し”協働”について考えながら生
活してみてはいかがですか？生活課題等について”協
働”でできることが見えてきませんか？

～お知らせ～

覚えてほしい！《協働豆知識》
★地縁組織とは？
⇒自治会や婦人会など地域と密
接な関わりを持つ身近な団体

★志縁組織とは?
⇒まちづくりなど志を一つに集
まった市民活動団体やNPO
組織

【問合せ】企画課　市民協働推進係　担当　森永健一　緯６３－８８０３

（会議風景） （作業風景）

（講義風景） （ワークショップ風景）

皆
で
き
れ
い
に

し
て
い
る
と…

豊
か
な
自
然
が
保
た
れ
る

と
同
時
に
ゴ
ミ
に
対
し
て

の
意
識
も
変
わ
っ
て
き
ま
す

観光客が多いのは良い
のですが、マナーを守
ることは必要ですよね

地域それぞれ役割分担
すれば､ 地域の力もパ
ワーアップ！

一
人
で
悩
む
よ
り
は…

～こんなことから生まれる協働（例）～

思い出してみましょう！《協働豆知識》
前回市報掲載分

★「ＣＳＯ」とは？（答え下部参照）

答え⇒Civil Society Organizations （シビル ソサエティ オーガニゼイションズ・市民社会組織）の略で、ＮＰＯ法人､市民
活動・ボランティア団体に限らず、婦人会、老人会、ＰＴＡといった組織・団体も含めて呼称しています｡
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立
春
を
迎
え
ま
し
た
が
、
厳
し

い
寒
さ
が
毎
日
続
い
て
い
ま
す
。

　

節
分
の
豆
ま
き
を
家
庭
や
幼
稚

園
・
保
育
園
で
さ
れ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

春
は
も
う
す
ぐ
そ
こ
に
来
て
い

ま
す
。

　

『
ひ
き
こ
も
り
』
と
い
う
言
葉

を
耳
に
さ
れ
る
こ
と
は
多
い
と
思

い
ま
す
。

　

『
ひ
き
こ
も
り
』
は
『
明
確
な

精
神
疾
患
・
精
神
障
害
の
た
め
に

症
状
を
示
し
て
い
る
人
々
』
と

『
病
気
で
は
な
い
、
あ
る
い
は
病

気
と
よ
ん
で
い
い
か
ど
う
か
分
か

ら
な
い
が
症
状
を
示
し
て
い
る

人
々
』
の
二
群
に
分
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
の
『
社
会
的
ひ

き
こ
も
り
』
は
、
そ
の
後
者
に
あ

た
り
ま
す
。

　

『
社
会
的
ひ
き
こ
も
り
』
と
は
、

『
長
期
間
に
わ
た
り
自
宅
に
閉
じ

こ
も
っ
た
ま
ま
、
義
務
教
育
を
途

中
か
ら
受
け
な
く
な
っ
た
り
、
働

く
こ
と
が
な
く
、
そ
し
て
外
出
も

ほ
と
ん
ど
し
な
い
』
と
い
う
状
態

で
す
。

　

思
春
期
・
青
年
期
に
お
け
る

『
社
会
不
適
応
状
態
』
と
い
え
ま

す
。
中
学
校
・
高
等
学
校
の
こ
ろ

か
ら
引
き
こ
も
り
に
な
っ
て
、　
２０

歳
代
・　

歳
代
に
な
っ
て
い
る

３０

人
々
が
多
い
で
す
。

　

自
宅
の
自
分
の
部
屋
に
閉
じ
こ

も
っ
て
、
食
事
も
母
親
に
運
ば
せ

て
一
人
で
食
べ
る
と
い
う
こ
と
が

何
年
も
続
い
て
い
る
例
も
あ
り
ま

す
。

　

他
人
と
の
接
触
を
し
な
く
な
り
、

家
族
と
の
会
話
も
極
端
に
少
な
く

し
て
『
ひ
き
こ
も
る
』
こ
と
に

よ
っ
て
、
仮
の
心
理
的
な
安
定
を

得
て
い
る
状
態
で
す
。

　

私
た
ち
は
日
常
生
活
で
、
他
人

と
の
関
係
を
保
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、

お
互
い
に
支
え
あ
い
な
が
ら
生
き

て
い
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
『
ひ
き
こ
も
り
』

を
長
期
間
に
わ
た
っ
て
続
け
て
い

る
人
は
、
時
々
不
安
定
に
な
り
ま

す
。
孤
立
感
・
焦
燥
感
・
不
安
感

が
出
て
き
ま
す
。

　

『
今
の
ま
ま
で
い
い
の
だ
ろ
う

か
』
『
私
の
生
活
は
ど
う
な
る
の

だ
ろ
う
か
』
な
ど
の
思
い
が
次
々

と
浮
か
ん
で
き
て
、
悶
え
苦
し
み

ま
す
。

　

そ
し
て
、
追
い
詰
め
ら
れ
た
気

持
ち
に
な
っ
て
『
こ
う
な
っ
た
の

も
お
前
た
ち
の
せ
い
だ
ー
』
と
家

族
を
責
め
た
り
、
『
自
分
を
こ
ん

な
目
に
合
わ
せ
た
ア
イ
ツ
を
怨
ん

で
や
る
』
な
ど
と
他
人
を
責
め
た

り
し
ま
す
。

　

そ
れ
が
高
じ
て
く
る
と
『
も
う

ど
う
な
っ
て
も
い
い
』
と
自
暴
自

棄
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

本
人
が
こ
の
よ
う
な
心
理
状
態

（
い
ら
立
ち
が
つ
の
っ
て
き
た
状

態
）
に
な
っ
た
時
に
、
家
族
の
誰

か
が
「
○
○
し
な
さ
い
」
な
ど
と

些
細
な
こ
と
を
指
摘
し
て
刺
激
を

与
え
る
と
、
本
人
は
攻
撃
的
な
行

動
を
始
め
ま
す
。

　

家
庭
内
暴
力
で
す
。
親
が
攻
撃

の
対
象
に
な
り
ま
す
。
親
に
暴
力

を
振
る
い
ま
す
。
部
屋
の
壁
を
突

き
破
っ
た
り
、
ガ
ラ
ス
な
ど
を

割
っ
た
り
と
暴
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

落
ち
着
き
ま
す
。

　

時
に
は
、
自
分
を
傷
つ
け
る
と

い
う
自
傷
行
為
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ひ
き
こ
も
っ
て

い
る
本
人
も
苦
し
み
ま
す
が
、
家

族
の
苦
し
み
は
大
変
で
す
。

　

家
族
は
自
分
の
子
ど
も
が
『
引

き
こ
も
っ
て
い
る
』
こ
と
に
対
し

て
『
自
責
感
』
や
『
恥
の
感
覚
』

か
ら
、
か
な
り
深
刻
な
状
態
に
な

る
ま
で
周
囲
の
人
に
は
話
し
ま
せ

ん
。
ま
し
て
や
、
専
門
機
関
な
ど

に
も
相
談
は
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
『
ひ
き
こ

も
り
』
は
対
応
を
適
切
に
し
て
い

か
な
い
と
、
た
だ
年
月
が
過
ぎ
て

い
き
ま
す
。

　

佐
賀
県
内
で
の
専
門
機
関
は

「
児
童
相
談
所
」
「
精
神
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
で
す
。

　

『
社
会
的
ひ
き
こ
も
り
』
の
周

辺
の
問
題
と
し
て
は
、
そ
の
前
段

階
と
も
い
う
べ
き
『
不
登
校
』
と

の
関
連
が
非
常
に
重
要
で
す
。

　

『
不
登
校
』
の
初
期
段
階
で
の

適
切
な
対
応
を
、
本
人
・
家
族
・

学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
園
は
す
べ

き
で
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
が
健
康
に
発
達
し
て
い

く
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

子
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
長
の 

 

第
９
回　

〜
社
会
的
ひ
き
こ
も
り
〜

ア
ド
バ
イ
ス
コ
ー
ナ
ー 

子ども支援センター長
 別頭 　道明
べっとう

0952－72－1021
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平
成　

年
度　
　
　
　
 

２０
小
城
市
嘱
託
職
員
・ 

日
々
雇
用
職
員
募
集

　

市
で
は
、
平
成　

年
度
嘱
託
職

20

員
及
び
日
々
雇
用
職
員
を
以
下
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

応
募
さ
れ
た
方
は
、
｢小
城
市
嘱

託
職
員
等
雇
用
登
録
名
簿
｣に
登

載
し
、
嘱
託
職
員
や
日
々
雇
用
職

員
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
に
、
名

簿
登
録
者
の
中
か
ら
雇
用
し
ま
す
。

た
だ
し
、
名
簿
登
録
者
全
員
が
雇

用
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

１　

雇
用
条
件

【
共
通
】

採
用
日　

　

平
成　

年
４
月
１
日
以
降

２０

勤
務
時
間　

　

８
：　

～　

：　

（
原
則
）

３０

１７

１５

（
職
種
に
よ
り
交
代
制
勤
務
有
）

勤
務
日　

月
曜
日
～
金
曜
日

　

（
交
代
制
勤
務
を
除
く
）

年
次
休
暇　

有
（　

日
以
内
）

１０

給
与
支
給
方
法　

口
座
振
込
み

保
険
適
用　

有
（
社
会
保
険
、
雇

用
保
険
、
災
害
補
償
）

居
住
要
件　

別
表
職
種
欄
の
※
は

小
城
市
内
在
住
者
に
限
り
ま
す

 

【
嘱
託
職
員
】

雇
用
期
間　

１
年
（
継
続
雇
用
有
、

最
長
５
年
）

勤
務
日
数　

月　

日
以
内
又
は
週

１７

　

時
間
以
内

３０報
酬　

月
額
（
支
給
日
：　

日
又

２１

は
翌
月　

日
）

１５

諸
手
当　

無

【
日
々
雇
用
職
員
】

雇
用
期
間　

１
期
間
６
か
月
以
内

（
延
長
１
期
間
、
最
長
１
年
）

勤
務
日
数　

週
５
日
以
内
又
は
週

　

時
間
以
内

４０賃
金　

日
額
（
支
給
日
：
翌
月　
１５

日
）

諸
手
当　

超
過
勤
務
手
当

２　

勤
務
形
態
・
勤
務
場
所

　
　

別
表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

３　

具
体
的
な
職
種
、
業
務
内
容
、

　
　

勤
務
形
態
及
び
報
酬
等

　
　

別
表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

４　

申
し
込
み
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
に
希
望
職
種
を

最
大
第
３
希
望
ま
で
記
入
し
、
第

１
希
望
職
種
の
担
当
課
又
は
左
記

受
付
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
郵
送
は
不
可
と
し
ま
す
。

　

小
城
庁
舎　
　
　

市
民
課

　
　
　

〃　
　
　
　

教
育
総
務
課

　

三
日
月
庁
舎　
　

社
会
福
祉
課

　

牛
津
庁
舎　
　
　

総
務
課

　

芦
刈
庁
舎　
　
　

農
林
水
産
課

※
注
意

・
履
歴
書
に
は
必
ず
写
真
を
添
付

し
て
く
だ
さ
い
。

・
履
歴
書
に
電
話
番
号
を
記
載
さ

れ
る
場
合
は
、
必
ず
昼
間
連
絡

が
と
れ
る
電
話
番
号
（
携
帯
電

話
番
号
な
ど
）
を
ご
記
入
く
だ

さ
い
。

・
雇
用
条
件
で
必
要
な
資
格
等
が

あ
る
場
合
は
、
そ
の
資
格
な
ど

を
証
明
す
る
書
類
の
写
し
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

５　

受
付
期
間　

２
月
６
日（
水
）

～
２
月　

日
（
月
）
必
着

２５

６　

採
用
方
法

　

原
則
と
し
て
第
１
希
望
職
種
担

当
課
で
試
験
を
実
施
し
、
採
用
の

可
否
を
決
定
し
ま
す
。
第
１
希
望

職
種
が
不
採
用
で
も
、
応
募
者
が

な
い
職
種
が
あ
る
場
合
、
第
２
・

第
３
希
望
職
種
で
試
験
を
実
施
し
、

採
用
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

７　

問
合
せ
先

　

別
表
に
記
載
さ
れ
て
い
る
各
担

当
課
（
係
）　

【　嘱　託　職　員　】
担当課（係）
連絡先報　酬募集人員

（予定）
主な
勤務場所

基本的な
勤務形態必要な資格等業務内容職　種

学校教育課
学校教育係
（小城庁舎）
☎７３−８８０７

141,500円/月若干名市内小・中学校月１７日以内司書免許小・中学校におけ
る司書業務学校図書館司書

158,950円/月若干名市内小・中学校月１７日以内教職員免許
小・中学校におけ
る児童・生徒への
生活介助等

子どもサポーター

100,000円/月8小学校等の
児童クラブ

平日5時間勤務（長
期休業、学校行事等
により勤務形態が異
なる）

無
放課後児童指導員
業務及びクラブ代
表者としての業務

放課後児童
クラブリーダー

こども課
子育て支援係
（小城庁舎）
☎７３−８８２１

170,000円/月1小城市
児童センター

８：３０～１９：１５までの
間で週３０時間勤務
（火曜日は休館日）

保育士、幼稚園、
小・中・高等学校
教諭資格又は、児
童厚生員資格

児童センター所長
業務

児童センター
所長

150,800円/月若干名小城市
児童センター

８：３０～１９：１５までの
間で週３０時間勤務
（火曜日は休館日）

保育士、幼稚園、
小・中・高等学校
教諭資格又は、児
童厚生員資格

児童センター
児童厚生員児童厚生員

生涯学習課
公民館

（小城庁舎）
☎７３−８８０８

141,500円/月2
小城公民館　
（三里支館・
桜岡支館）

月１７日以内パソコンを
 使える方

支館維持管理及び
社会教育業務公民館支館長

70,000円/月
3小城公民館平日

１７：００～２２：００
土・日・祝日
８：３０～２２：００
（交代制）

パソコンを
 使える方公民館維持管理公民館管理人 2芦刈公民館、芦刈

農村改善センター

110,000円/月1三日月公民館８：００～２２：００（交代制）
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【　嘱　託　職　員　】
担当課（係）
連絡先報　酬募集人員

（予定）
主な
勤務場所

基本的な
勤務形態必要な資格等業務内容職　種

生涯学習課
社会教育係
（小城庁舎）
☎７３−８８０８

150,800円/月2牛津公民館、
芦刈公民館月１７日以内パソコンを

使える方社会教育全般社会教育指導員

生涯学習課
社会体育係
（小城庁舎）
☎７３−８８０８

110,000円/月1牛津体育センター月１７日以内パソコンを
使える方体育館維持管理体育センター

管理人

社会福祉課
保護係

（三日月庁舎）
☎７３−８８２５

150,800円/月1社会福祉課月１７日以内看護師又は
保健師

生活保護受給者に
対する就労支援・
日常生活支援等

就労生活支援員

小城市民図書館
三日月館
☎７２−４９４６

150,800円/月7小城市民図書館
各図書館・各分室

月１７日以内
時差勤務

（土･日含む）有り
司書図書館サービス図書館司書

下水道課
管理係

（芦刈庁舎）
☎６３−８８２７

105,400円/月1下水道課月１７日
普通自動車免許、
ワード・エクセル
の基本的操作

負担金・使用料賦
課事務補助、下水
道推進補助

一般事務

【　日　々　雇　用　職　員　】
担当課（係）
連絡先賃　金募集人員

（予定）
主な
勤務場所

基本的な
勤務形態必要な資格等業務内容職　種

総務課
庶務文書係
（牛津庁舎）
☎６３−８８１８

6,200円/日７小城市各庁舎
月～金

８：３０～１７：１５
（原則月１７日以内）

無事務補助※一般事務補助

まちづくり推進課
まちづくり推進係
（芦刈庁舎）
☎６３−８８２６

6,200円/日1牛津保健
福祉センター

月１４日以内
（土・日勤務有り）
９：００～１７：４５

無事務補助※一般事務補助

学校教育課
学校教育係
（小城庁舎）
☎７３−８８０７

775円/時1学校教育課
月～金

原則４時間／日
（月６８時間以内）

無事務補助※一般事務補助

こども課
子育て支援係
（小城庁舎）
☎７３−８８２１

775円/時1こども課週４日
１０：００～１５：００無事務補助※一般事務補助

6,200円/日5小城市児童センター
土・日・祝日
・長期休暇
９：３０～１８：１５

無児童センター
児童厚生員補助児童厚生員補助

775円/時1小城市児童センター月・水～土
１０：００～１６：００保育士児童センター

保育士業務保育士

775円/時1牛津保健
福祉センター

月～金
１０：００～１５：００保育士牛津保健福祉セン

ター保育士業務保育士

775円/時1牛津保健
福祉センター

週2日
１０：００～１４：００保育士等

牛津保健福祉セン
ターサークル時保
育士業務

保育士

国保年金課
国保年金係
（小城庁舎）
☎７３−８８０２

6,800円/日3国保年金課月１０日以内
８：３０～１７：１５医療事務レセプト点検事務レセプト点検

こども課
保育幼稚園係
（小城庁舎）
☎７３−８８２１

6,800円/日20市立保育所

月～金
８：３０～１７：１５

土
８：３０～１２：３０

（早出・遅出の当番あり）

保育士保育業務保育士
（クラス担任）

6,200円/日25市立保育所

月～金
８：３０～１７：１５

土
８：３０～１２：３０
（月１０日程度）

保育士保育業務保育士補助
（代替保育士・登録制）

775円/時10市立保育所
月～金

１６：３０～１９：００
土

１２：３０～１８：００

保育士
（資格取得予定者含む）

保育業務
（延長保育）

保育士補助
（延長保育補助）

6,800円/日2市立幼稚園月２０日程度幼稚園教諭免許幼児教育指導幼稚園教諭
（クラス担任）

6,200円/日3市立幼稚園月１７日以内
（８月を除く）幼稚園教諭免許幼児教育指導幼稚園教諭

（補助教諭）

775円/時2芦刈幼稚園１日５時間程度
（交代制）幼稚園教諭免許預かり保育時の

幼児教育指導
幼稚園教諭
（預かり保育）

商工観光課
商工観光係

（小城庁舎南別館）
☎７３−８８１３

6,600円/日6小城公園及び
観光施設

月～金
８：００～１６：４５
（月１７日以内）

無施設管理軽作業員

普通作業時
8,350円/日
剪定作業時
10,000円/日

2小城公園及び
観光施設

月～金
８：００～１６：４５
（月１７日以内）

剪定経験有り希望施設管理及び
樹木剪定普通作業員

文化課
文化財保護係
（桜城館）
☎７３−８８０９

6,200円/日5桜城館
月～金（年間を通じ
て作業があるとき）
８：３０～１７：１５

無市内遺跡の
発掘調査発掘作業員

6,200円/日2桜城館
月～金（年間を通じ
て作業があるとき）　
８：３０～１７：１５

遺物の実測・
トレース作業等
経験者

市内遺跡から出土
した遺物の整理作
業

遺物整理作業員

高齢障害福祉課
高齢福祉係
（三日月庁舎）
☎７３−８８２０

7,000円/日2高齢障害福祉課
月～金

８：３０～１７：１５
（月１５日以内）

看護師又は
介護支援専門員訪問調査看護師又は

介護支援専門員

高齢障害福祉課
障害福祉係
（三日月庁舎）
☎７３−８８２０

6,800円/日1高齢障害福祉課
月～金

８：３０～１７：１５
（月１７日以内）

看護師
介護給付等支給決
定調査補助及び事
務補助

看護師
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平
成　

年
度
か
ら　
　
　
 

２０

新
し
い
健
診
・
保
健
指
導

の
制
度
が
始
ま
り
ま
す

■
基
本
健
康
診
査
が
廃
止
さ
れ
、

「
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
」

と
い
う
新
し
い
制
度
が
始
ま
り
ま

す
。

　

今
ま
で
病
気
の
早
期
発
見
の
た

め
に
市
で
実
施
し
て
い
た
、
基
本

健
康
診
査
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。
か

わ
っ
て　

～　

歳
の
方
を
対
象
に
、

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

４０

７４

生
活
習
慣
病
の
発
症
に
大
き
く
影

響
す
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
の

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

予
防
に
重
点
を
置
い
た
健
診
と
、

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

そ
の
結
果
で
保
健
指
導
が
必
要
な

画
臥

蚊
蚊
蚊

方
に
は
専
門
家
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト

が
行
わ
れ
ま
す
。

■
特
定
健
診
・
保
健
指
導
の
実
施

主
体
は
、
医
療
保
険
者
に
な
り
ま

す
。

　

平
成　

年
度
か
ら
、
皆
さ
ん
が

画
臥

蚊
蚊
蚊

２０

加
入
さ
れ
て
い
る
医
療
保
険
者 

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

 
（
市
町
村
国
民
健
康
保
険
、
健
康

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

保
険
組
合
、
政
府
管
掌
保
険
組
合
、

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

共
済
組
合
等
）
に
健
診
・
保
健
指

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊

導
の
実
施
を
義
務
化
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

国
民
医
療
費
が
年
々
増
加
し
続

け
て
お
り
、
全
医
療
費
の
３
分
の

１
を
心
臓
病
、
脳
血
管
疾
患
等
の

循
環
器
病
や
糖
尿
病
、
腎
臓
病
で

占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
病
気

は
不
適
切
な
食
習
慣
、
運
動
不
足
、

喫
煙
習
慣
な
ど
を
改
善
す
る
こ
と

で
予
防
が
可
能
な
病
気
で
す
。

　

各
医
療
保
険
者
が
皆
さ
ん
（
医

療
保
険
加
入
者
）
の
健
診
を
実
施

し
、
健
診
結
果
に
基
づ
い
た
保
健

指
導
を
行
っ
て
生
活
習
慣
病
を
予

防
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
活
の
質

の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
安
定
し

た
医
療
制
度
の
維
持
に
つ
な
が
り

ま
す
。

■
今
後
は
医
療
保
険
者
か
ら
特
定

健
診
の
通
知
が
あ
り
ま
す
。

①
小
城
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

さ
れ
て
い
る
方
（　

～　

歳
）
に

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

４０

７４

は
小
城
市
役
所
か
ら
通
知
を
し
ま

す
。（
担
当
は
国
保
年
金
課
）

②
そ
の
他
の
健
康
保
険
に
加
入
さ

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

れ
て
い
る
方
（　

～　

歳
）
は
、

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

４０

７４

そ
の
医
療
保
険
者
か
ら
の
通
知
に

従
っ
て
健
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

＊
医
療
保
険
者
は
現
在
加
入
し
て

い
る
保
険
証
で
確
認
で
き
ま
す
。

③　

歳
以
上
の
方
は
、
平
成　

年

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊

７５

２０

４
月
か
ら
新
し
く
「
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
」
に
加
入
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
医
療
機
関
に
入
院
・

通
院
し
て
い
な
い
健
康
な
方
が
健

診
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
方
は
４
月
以
降
、
国
保

年
金
課
に
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ

い
。

④　

～　

歳
の
方
や
健
康
保
険
未

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

２０

３９

加
入
の
方
の
う
ち
、
職
場
等
で
健

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

診
を
受
け
て
い
な
い
方
の
健
診
は
、

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

健
康
増
進
課
で
実
施
し
ま
す
。
健

診
当
日
会
場
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
が
ん
検
診
は
ど
う
な
る
の
？

　

が
ん
、
結
核
、
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
、

骨
粗
し
ょ
う
症
、
歯
周
疾
患
検
診

は
、
今
ま
で
ど
お
り
実
施
し
ま
す
。

平
成　

年
度
の
が
ん
検
診
・
結
核

２０

検
診
に
つ
い
て
は
、
全
世
帯
に

「
が
ん
検
診
希
望
調
査
票
」
を
郵

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

送
し
て
い
ま
す
の
で
、
記
入
し
２

画臥

月　

日
ま
で
に
返
信
用
封
筒
に
て

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊

１４
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
希
望
者
に

は
健
康
増
進
課
か
ら
受
診
票
を
郵

送
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

健
康
増
進
課
（
三
日
月
庁
舎
）

　

担
当　

今
泉
・
松
尾

　

☎　

−

８
８
２
２ 

７３

小
城
市
国
民
健
康
保
険 

か
ら
の
お
願
い

　

対
象
と
な
る
国
保
加
入
者
の
方

に
は
下
記
の
受
診
券
と
受
診
票
を

５
月
に
郵
送
す
る
予
定
で
す
。
加

入
者
全
員
に
健
診
が
義
務
づ
け
ら

れ
ま
す
の
で
、
必
ず
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

★
受
診
率
等
の
目
標
値
を

達
成
で
き
な
い
場
合
…

　

平
成　

年
度
末
に
国
が
示
す
目

２４

標
値
に
達
し
な
か
っ
た
場
合
、
市

の
負
担
が
最
高
で　

％
増
額
さ
れ

１０

ま
す
。
つ
ま
り
、
国
民
健
康
保
険

財
政
運
営
の
中
で
国
へ
の
支
援
金

支
払
い
が
増
え
る
こ
と
と
な
り
、

み
な
さ
ん
の
保
険
税
の
負
担
に
も

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

　

み
な
さ
ん
の
健
康
維
持
の
た
め
、

ま
た
健
康
保
険
制
度
維
持
の
た
め

に
も
年
に
１
回
必
ず
健
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

平
成　

年
４
月
か
ら
国
民

２０

健
康
保
険
税
の
特
別
徴
収

が
は
じ
ま
り
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
税
の
徴
収
方
法

に
は
２
種
類
あ
り
、
世
帯
構
成
に

よ
っ
て
変
り
ま
す
。

■
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）

⇒

年
金
受
給
者
の
み
の
世
帯

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

■
普
通
徴
収（
従
来
の
納
付
方
法
）

⇒

そ
の
他
の
世
帯

★
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
世
帯

は
、
世
帯
内
の
国
民
健
康
保
険
被

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

保
険
者
全
員
が　

歳
以
上　

歳
未

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

６５

７５

満
の
世
帯
員
で
、
年
額　

万
円
以

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊

１８

上
の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
で

す
。

【
問
合
せ
】

　

国
保
年
金
課　

国
保
年
金
係

（
小
城
庁
舎
）

　

担
当　

堤　

　

☎　

−

８
８
０
２

７３

２０年度以降これまでの健診

高齢者の医療の確
保に関する法律　

老人保健法法律

医療保険者市町村実施
主体

特定健診・
特定保健指導

基本健康診査健診名

特定健特定健康康診診査受診査受診券券
２００８年○月○日交付

　　＜受診券整理番号＞　００００１
　　＜受診者氏名＞　　　小城　太郎
　　＜　性　別　＞　　　男
　　＜　生年月日　＞　　昭和３５年４月２日
　　＜　有効期限　＞　　平成２１年３月３１日
　　＜　健診内容　＞　　○○○・・・・・

　　＜保険者番号・名称＞　４１００８４　小城市
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■
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
障
害

認
定
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象

者
は

①　

歳
以
上
の
方
全
員
（　

歳
の

７５

７５

誕
生
日
か
ら
）

②　

～　

歳
の
一
定
の
障
害
が
あ

６５

７４

る
方
で
、
広
域
連
合
の
認
定
を
受

け
た
方
（
認
定
日
か
ら
）

で
す
。
こ
れ
ら
の
方
（
生
活
保
護

を
受
け
て
い
る
方
を
除
く
）
は
、

現
在
加
入
中
の
国
民
健
康
保
険
ま

た
は
被
用
者
保
険
（
社
会
保
険
な

ど
）
か
ら
脱
退
し
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
移
行
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

　

現
在　

～　

歳
の
方
で
、
一
定

６５

７４

の
障
害
に
よ
り「
老
人
保
健
制
度
」

を
受
け
て
い
る
方
は
、
本
人
の
申

画
臥

蚊
蚊
蚊

し
出
に
よ
り
後
期
高
齢
者
医
療
制

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

度
へ
移
ら
な
い
こ
と
も
で
き
ま
す
。

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

（
特
に
社
会
保
険
等
の
被
扶
養
者

に
な
っ
て
い
る
方
は
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
移
る
こ
と
に
よ
っ

て
新
た
に
保
険
料
が
発
生
し
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

【
問
合
せ
】

・
佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

☎　

−

８
４
７
６

６４

　

http://w
w
w
.saga-kouiki.jp

        
 
 
               /  

・
国
保
年
金
課　

老
人
医
療
係

　

（
小
城
庁
舎
）

　

☎　

−

８
８
０
２

７３

平成２０年４月１日から、小城市の保健福祉センターのうち
３つの保健福祉センター利用時間・休館日が変わります。

　この度、利用者の皆様の利便性の向上と効率的運用を目的に各保健福祉センターの利用時間及び休館日が
変更になります。
　利用者の皆様のご理解、ご協力をいただきますようお願い申し上げます。

【利用時間】※小城・芦刈保健福祉センターは、夜７時まで利用ができるようになります。
4月1日から旧施　設　名

午前１０時から午後７時まで利用できま
す。ただし、水曜日の浴室利用はでき
ません。

ア　午前９時から午後５時まで（浴室
を除く。）
イ　浴室は夏時間（４月から９月まで）
にあっては午前１０時から午後５時まで、
冬時間（１０月から翌年３月まで）に
あっては午前１０時から午後４時まで。
ただし、水曜日は利用できないものと
する。

小城保健福祉センター（桜楽館）

午前１０時から午後９時３０分まで利用で
きます。

午前１０時から午後９時まで（６月から
１０月までにあっては、浴室のみ午前１０
時から午後１０時までとする。）

牛津保健福祉センター（アイル）

午前１０時から午後７時まで利用できま
す。ただし、月曜日の浴室利用はでき
ません。

午前９時から午後４時まで。ただし、
一般浴室は午前１１時からとする。芦刈保健福祉センター（ひまわり）

【休館日】※芦刈保健福祉センターも土・日曜日、休日の利用ができるようになります。（毎月第４土・日曜日除く）
4月1日から旧施　設　名

ア　毎月第２土曜日及びその翌日
イ　１２月２９日から翌年の１月４日まで１２月２９日から翌年の１月４日まで小城保健福祉センター（桜楽館）

ア　毎月第２月曜日及びその翌日。た
だし、これらの日が休日に当たる場合
は、その日以後で最も近い連続する休
日でない２日
イ　１２月２９日から翌年の１月１日まで

ア　毎月第２月曜日。ただし、その日
が休日に当たる場合は、その翌日
イ　１２月２９日から翌年の１月１日まで

牛津保健福祉センター（アイル）

ア　毎月第４土曜日及びその翌日
イ　１２月２９日から翌年の１月４日まで

ア　日曜日及び土曜日
イ　休日
ウ　８月１３日から８月１５日まで
エ　１２月２９日から翌年の１月３日まで

芦刈保健福祉センター（ひまわり）

問合せ　小城保健福祉センター【桜楽館】　　☎７３－７１１７
　　　　牛津保健福祉センター【アイル】　　☎５１－５５１５
　　　　芦刈保健福祉センター【ひまわり】　☎６６－５５６６
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男
女
共
同
参
画
コ
ー
ナ
ー　
　
 

「
さ
く
ら
プ
ラ
ン
」

～
男
女
が
と
も
に
認
め
あ
い
、
支

え
あ
い
、
希
望
あ
ふ
れ
る
小
城
市

を
め
ざ
し
て
～

小
城
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン　

紹
介
６

基
本
目
標
実
現
の
た
め
の
方
針

政
策
Ⅱ

互
い
に
支
え
あ
う
ま
ち
づ
く
り

こ
の
政
策
の
ポ
イ
ン
ト

政
策
を
実
現
す
る
た
め
に

　

施
策
⑥
男
性
に
と
っ
て
の
男
女

共
同
参
画

　

平
成　

年
度
市
民
意
識
調
査
の

１７

結
果
、
｢男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
｣

と
い
う
考
え
方
に
つ
い
て
、
全
体

で
は
、
反
対
と
回
答
し
た
人
は
、

賛
成
と
回
答
し
た
人
を
わ
ず
か
で

し
た
が
０
・
１
％
上
回
っ
て
い
る

状
況
で
し
た
。

　

男
女
別
に
み
る
と
、
女
性
は
、

反
対
の
回
答
が
過
半
数
に
達
し
た

反
面
、
男
性
は
過
半
数
に
達
し
て

お
ら
ず
意
識
の
違
い
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

　
　

代
で
は
、
男
女
と
も
そ
う
思

２０
わ
な
い
と
い
う
回
答
が
１
番
多

か
っ
た
の
で
す
が
、
高
齢
の
男
性

ほ
ど
賛
成
と
い
う
回
答
が
多
く
、

女
性
に
つ
い
て
は
年
代
で
考
え
方

の
差
は
あ
ま
り
見
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

①
男
性
の
理
解
の
促
進

　

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
｣と

い
っ
た
固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、

誰
も
が
多
様
な
生
き
方
の
選
択
が

可
能
と
な
る
よ
う
、
男
女
共
同
参

画
と
※
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
に
関
す
る
男
性
向
け
啓
発
を

推
進
し
ま
す
。

②
家
庭
、
地
域
に
お
け
る
男
性
の

居
場
所
づ
く
り

　

地
域
で
暮
ら
す
男
性
一
人
ひ
と

り
が
、
地
域
社
会
の
担
い
手
と
し

て
、
よ
り
積
極
的
に
活
動
で
き
る

よ
う
、
活
動
機
会
の
確
保
や
情
報

の
提
供
を
促
進
さ
せ
ま
す
。

解
決
す
る
た
め
に

あ
な
た
に
は
じ
め
て
欲
し
い
一
歩

　

子
育
て
を
支
援
す
る
制
度
が
会

社
の
中
で
も
十
分
に
活
用
さ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
誰
も
が
長
時
間
労

働
に
つ
い
て
見
直
し
て
い
る
。

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　

退
職
後
何
か
や
り
た
い
と
考
え

て
い
る
方
！
地
域
社
会
で
何
か
で

き
る
こ
と
が
あ
る
は
ず
で
す
。

　

男
性
も
女
性
も
地
域
で
生
き
生

き
と
活
動
し
た
い
で
す
ね
。

※
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

と
は
仕
事
、
家
庭
生
活
、
地
域
生

活
、
個
人
の
自
己
啓
発
な
ど
、

様
々
な
活
動
に
つ
い
て
自
ら
が
希

望
す
る
バ
ラ
ン
ス
で
展
開
で
き
る

状
態
の
こ
と
で
す
。

【
問
合
せ
】

　

企
画
課　

市
民
協
働
推
進
係

（
牛
津
庁
舎
）

　

担
当　

森
永
（
喜
）
･坂
田

　

☎　

−

８
８
０
３　

６３

　

胃　

−

８
８
０
８

６３

　

戦
没
者
の 

ご
遺
族
の
皆
様
へ　

第
８
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限

は
３
月　

日
ま
で
で
す
。

３１

請
求
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
で
、
平
成　

年
４
月
１
日
に
お

１７

い
て
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金

を
受
け
る
方
が
い
な
い
場
合
に
、

第
８
回
特
別
弔
慰
金
と
し
て
額
面

　

万
円
、　

年
償
還
の
記
名
国
債

４０

１０

が
ご
遺
族
お
一
人
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

　

ま
だ
、
請
求
さ
れ
て
い
な
い
ご

遺
族
の
方
等
、
詳
細
に
つ
い
て
は

社
会
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

請
求
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
請

求
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

請
求
期
限

　
　
　

平
成　

年
３
月　

日
ま
で

２０

３１

【
問
合
せ
】

　

社
会
福
祉
課　

地
域
福
祉
係　

　

（
三
日
月
庁
舎
）

　

担
当　

古
賀

　

☎　

−

８
８
２
５

７３
人
権
擁
護
委
員
に
つ
い
て

　

国
民
の
基
本
的
人
権
の
擁
護
の

た
め
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
人
権
擁
護
委
員
が
、
１
月
１
日

任
期
満
了
に
伴
い
新
た
に
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受

け
た
人
権
擁
護
委
員
は
、
古
川
恭

子
さ
ん
（　

歳　

芦
刈
町
中
村
）

６１

で
、
前
回
に
引
き
続
い
て
の
委
嘱

で
、
任
期
は
平
成　

年　

月　

日

２２

１２

３１

ま
で
の
３
年
間
で
す
。

【
問
合
せ
】

　

市
民
課
人
権
・
同
和
対
策
室

（
小
城
庁
舎
）

　

担
当　

小
柳
・
円
城
寺

　

☎　
−

８
８
０
０

７３

⇦

司法書士は、あなたの身近な法務アドバイザーです。

佐賀県小城市小城町２７８番地３
☎0952－72－5518江原司法書士事務所

　司法書士は、多重債務の整理、簡易裁判所の訴訟代理、不動産・会社の登記、成年後見制度・任意後見制
度、裁判所へ提出する書類の作成、民事トラブルの法律相談など、あなたの身近な相談相手としてお役にた
ちます。お気軽にご相談ください。
　ご予約いただければ（土）（日）もご相談をお受けします。

有
料
広
告
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小
城
市
中
学
生　
　
　
 

人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー 

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

　

小
城
市
社
会
人
権
・
同
和
教
育

推
進
協
議
会
で
は
、
市
内
の
中
学

生
を
対
象
と
し
た
人
権
啓
発
ポ
ス

タ
ー
を
募
集
い
た
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、　

点
の
応
募
が
あ
り
ま

３０

し
た
。
応
募
作
品
は
い
ず
れ
も
力

作
ば
か
り
で
、
作
品
を
制
作
し
た

生
徒
の
人
権
意
識
の
高
さ
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。
入
選
作
品
は
人
権
啓

発
行
事
で
展
示
し
て
い
き
ま
す
。

入
選
者
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

中
学
１
年　
　

特
選

小
城
中
学
校　
　
　

上
山　

尚
子

芦
刈
中
学
校　
　
　

荒
巻　

迪
香

入
選　
　
　

三
日
月
中
学
校　
　

田
中
亜
里
沙

　
　
　
　
　
　
　
　

武
藤　

明
音

芦
刈
中
学
校　
　
　

坂
井　

麻
美

　
　
　
　
　
　
　
　

野
口　

愉
加

中
学
２
年

特
選

小
城
中
学
校　
　
　

御
厨　

美
央

入
選

三
日
月
中
学
校　
　

古
川　
　

尚

　
　
　
　
　
　
　
　

井
上　
　

彬

芦
刈
中
学
校　
　
　

石
橋　

詩
織

中
学
３
年

特
選　
　
　
　
　
　
　

該
当
な
し

入
選

芦
刈
中
学
校　
　
　

江
口　

彩
夏

　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　

永
美

　
　
　
　
　
　
　
　

南
里　

衣
美

 

平
成　

年
度
小
城
市
営 

２０

住
宅
入
居
予
備
者
募
集

　

平
成　

年
度
小
城
市
営
住
宅
入

２０

居
予
備
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。
（
入
居
予
備
者
と
は
、
平

成　

年
４
月
か
ら
平
成　

年
３
月

２０

２１

ま
で
に
希
望
団
地
に
空
き
が
で
た

場
合
に
入
居
し
て
い
た
だ
く
も
の

で
、
必
ず
し
も
入
居
で
き
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
）

【
募
集
団
地
概
要
】

・
西
新
町
団
地
（
小
城
町
畑
田　
３５

番
地
１
・　

番
地
１
）　

計　

戸

４５

７０

３
Ｄ
Ｋ
・
２
Ｄ
Ｋ　

家
賃
１
万
８

千
７
百
円
～
４
万
５
百
円

※
・
友
田
団
地
・
天
満
町
団
地
・

柿
樋
瀬
団
地
・
牛
津
駅
南
団
地

（
牛
津
町
牛
津
・
柿
樋
瀬
）
は
、

住
宅
の
建
て
替
え
計
画
が
あ
り
ま

す
の
で
、
入
居
者
募
集
は
行
い
ま

せ
ん
。

【
入
居
資
格
】

・
小
城
市
に
住
所
又
は
勤
務
先
を

有
し
、
か
つ
納
税
義
務
を
果
た

し
て
い
る
こ
と
。

・
同
居
又
は
同
居
予
定
の
親
族
が

あ
る
こ
と
。

（
昭
和　

年
４
月
１
日
以
前
に
生

３１

ま
れ
た
方
や
、
身
体
障
害
者
手

帳
の
交
付
を
受
け
た
方
な
ど
は

単
身
で
も
入
居
が
可
能
で
す
。）

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

・
入
居
し
よ
う
と
す
る
世
帯
全
員

の
収
入
の
総
額
が
、
公
営
住
宅

法
に
定
め
る
収
入
基
準
に
適
合

し
て
い
る
こ
と
。

（
収
入
月
額　

万
円
以
下
・
高
齢

２０

者
、
障
害
者
世
帯
等
に
つ
い
て

は
、　

万
８
千
円
以
下
）

２６

※
収
入
月
額
と
は
、
手
取
り
収
入

の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
申
請
方
法
】

　

平
成　

年
３
月
３
日
（
月
）
か

２０

ら
、
各
庁
舎
総
合
窓
口
係
で
市
営

住
宅
入
居
予
備
者
登
録
申
請
書
を

配
布
し
ま
す
の
で
、
ご
記
入
の
う

え
添
付
書
類
を
添
え
て
芦
刈
庁
舎

建
設
課
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】

　

平
成　

年
３
月
５
日
（
水
）
か

２０

ら
３
月　

日
（
金
）
ま
で
（
土
・

１４

日
曜
日
を
除
く
）
午
前
８
時　

分
３０

～
午
後
５
時
ま
で

【
登
録
有
効
期
限
】

　

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
平
成

２０

　

年
３
月　

日
ま
で
の
１
年
間
で

２１

３１

す
。

【
問
合
せ
】

　

建
設
課　

管
理
係

（
芦
刈
庁
舎
）

　

担
当　

右
近
・
永
江

　

☎　
−

８
８
２
５

６３

有
料
広
告

有料広告募集中！
『市報おぎ』を使ってあなたのお店をＰＲしてみま
せんか？申込方法など詳細はお問合せください。
■掲載料　縦４．５㎝×横８．５㎝　　１０，０００円
　　　　　縦４．５㎝×横１７．５㎝　　２０，０００円
【問合せ】秘書広報課（牛津庁舎）
　担当　納富　緯６３－８８０１
　Email：hishokouhou@city.ogi.lg.jp
　HP：http://www.city.ogi.lg.jp

▼

上
山　

尚
子

▼

御
厨　

美
央

▼

荒
巻　

迪
香
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愛
犬
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
か
？ 

飼
い
犬
は
登
録
が　
　
 

　
　
　
　

必
要
で
す

　

生
後
３
か
月
以
上
の
飼
い
犬
に

は
、
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生

涯
１
回
の
登
録
と
毎
年
１
回
の
狂

犬
病
予
防
注
射
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
飼
い
始
め
て
ま
だ
、

登
録
を
し
て
い
な
い
犬
や
今
年
度

の
注
射
済
証
の
交
付
を
受
け
て
お

ら
れ
な
い
犬
の
飼
い
主
の
方
は
、

お
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

登
録
を
行
う
に
は
？

　

市
役
所
の
各
庁
舎
総
合
窓
口
係

ま
た
は
、
小
城
庁
舎
生
活
環
境
課

で
犬
の
登
録
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

　

登
録
を
行
い
、
「
鑑
札
」
の
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

○
鑑
札
交
付
手
数
料　

３
、０
０
０
円

予
防
注
射
を
受
け
る
に
は
？

　

毎
年
４
月
に
市
で
実
施
し
て
い

る
集
合
注
射
ま
た
は
、
も
よ
り
の

動
物
病
院
で
予
防
注
射
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

動
物
病
院
で
予
防
注
射
を
受
け

た
場
合
は
、
病
院
よ
り
発
行
さ
れ

る
注
射
済
証
を
持
参
し
、
各
庁
舎

総
合
窓
口
係
ま
た
は
、
小
城
庁
舎

生
活
環
境
課
で
、「
注
射
済
票
」
の

発
行
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
狂
犬
病
予
防
注
射
料

　

２
、５
０
０
円

○
注
射
済
票
交
付
手
数
料

　

５
５
０
円

犬
の
飼
い
方
に
つ
い
て　

　

次
に
挙
げ
る
３
つ
の
点
が
犬
を

飼
う
際
の
ト
ラ
ブ
ル
を
生
む
大
き

な
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
飼
い

主
の
方
は
、
次
の
点
に
十
分
注
意

し
、
愛
情
・
責
任
を
持
っ
て
し
つ

け
を
行
い
、
飼
う
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

※
散
歩
中
の
犬
の
フ
ン
は
家
に

　

持
ち
帰
っ
て
い
ま
す
か
？

　

愛
犬
の
散
歩
時
に
は
、
フ
ン

を
片
付
け
る
道
具
を
持
参
し
、

持
ち
帰
り
、
他
人
の
塀
な
ど
に

は
お
し
っ
こ
を
さ
せ
な
い
の
が

最
低
限
の
マ
ナ
ー
で
す
。
無
責

任
な
行
動
が
、
他
人
に
迷
惑
を

か
け
犬
嫌
い
の
人
を
増
や
し
て

い
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

　

引
き
綱
（
リ
ー
ド
）
を
着
用

し
、
適
度
に
散
歩
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

※
犬
を
放
し
飼
い
に
し
て
い
ま

　

せ
ん
か
？

　

近
所
に
住
ん
で
い
る
方
が
、

全
て
犬
が
好
き
な
人
ば
か
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
放
し

飼
い
に
さ
れ
て
い
る
犬
が
事
故

に
遭
う
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
供
う
ち
の
犬
は
大
丈

夫
！
僑
と
思
っ
て
い
る
の
は
飼

い
主
さ
ん
だ
け
で
は
な
い
で
す

か
？

※
愛
犬
が
む
だ
吠
え
を
し
て
い

　

ま
せ
ん
か
？

　

愛
犬
の
か
わ
い
い
鳴
き
声
も
、

飼
い
主
以
外
の
人
に
は
気
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
鳴
き
つ

づ
け
る
こ
と
で
飼
い
犬
自
体
が

ス
ト
レ
ス
を
受
け
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　

犬
の
む
だ
吠
え
に
は
必
ず
理

由
が
あ
り
ま
す
の
で
、
根
気
強

く
原
因
を
理
解
し
、
対
策
を
と

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
飼
い
犬
に
関
す
る
問
合
せ
】

　

生
活
環
境
課　

生
活
環
境
係

（
小
城
庁
舎
）

　

担
当　

秋
野
・
川
浪

　

☎　

−

８
８
０
３

７３中
心
市
街
地
活
性
化 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

小
城

in

経
済
産
業
省 

診
断
・
助
言
事
業
報
告
会

　

今
な
ぜ
市
街
地
の
再
生
が
必
要

な
の
か
？

　

７
０
０
年
と
い
う
長
い
年
月
を

か
け
て
中
心
市
街
地
に
蓄
積
さ
れ

て
き
た
奥
深
い
歴
史
・
文
化
、
街

並
み
な
ど
を
良
好
な
形
で
次
代
に

引
き
継
ぐ
た
め
に
一
緒
に
考
え
ま

し
ょ
う
！

日　

時
：
２
月　

日　
１６

　
　
　
　
　

時　

分
～　

時　

分

１３

３０

１６

３０

場　

所
：
小
城
公
民
館
３
Ｆ

パ
ネ
ラ
ー
：
江
里
口
秀
次
（
小
城

市
長
）、平
井
委
員
（
住
宅
・
都
市

問
題
）、古
賀
委
員
（
日
本
観
光
協

会
）、市
民
代
表
等

主　

催
：
経
済
産
業
省
中
心
市
街

地
活
性
化
室

事
務
局
：
み
ず
ほ
情
報
総
研（
株
）

【
問
合
せ
】

　

市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

（
芦
刈
庁
舎
）
担
当
：
嘉
村

　

☎　

−

８
８
２
６　

６３
芦刈夜なべ談義
　それぞれ違った色をもつ町が連携することで、合併効果が実感で
きるような新小城市のまちづくりについて話し合いましょう！
日　時：２月２３日（土）１８：３０～２２：００
場　所：芦刈保健福祉センター「ひまわり」（市役所芦刈庁舎北）
参加費：５００円
テーマ：地域が連携するまちづくり
　　　　　・・・新小城市の特色あるまちづくりを考える・・・
申込・問合せ：ムツゴロウ王国芦刈まちづくりフォーラム
　　　　　　　☎０８０－１７８８－８０５３　胃６３－８０６６
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※入札結果については、市ホームページでも公表しています。   　公表担当：産業建設部 建設課 管理係　右近　緯６３－８８２５

（単位：円、％）（１２月入札分で予定価格が１，０００万円を超えるもの）

落札率予定価格
（うち消費税相当額）

落札決定額
（うち消費税相当額）落札業者指名業者等工事名等

９１．９４６５，１００，０００
（３，１００，０００）

５９，８５０，０００
（２，８５０，０００）株下村建設

株武富組・株政工務店・株下村建設・株大義建設
株エグチ・ビルド・岡本建設株・西岡建設株

株中島工務店・株久保建設
牛津公共下水道事業
宿古賀第1号管渠布設工事

９４．９２１５，４８７，５００
（７３７，５００）

１４，７００，０００
（７００，０００）

株トップ
コンサルタント

株親和コンサルタント・国際技術コンサルタント株
株コスモエンジニアリング佐賀支店
株トップコンサルタント・朝日テクノ株
西日本総合コンサルタント株・新栄地研株

牛津公共下水道事業
第3号調査設計業務

９５．６３１１，５２９，０００
（５４９，０００）

１１，０２５，０００
（５２５，０００）

新日本グラウト
工業

株佐賀営業所

日本地研株佐賀支店・新日本グラウト工業株佐賀営業所
新地研工業株佐賀支店・西日本総合コンサルタント株

新栄地研株・大栄開発株佐賀営業所
株共和テック佐賀支店・株親和テクノ佐賀支店

芦刈特定環境保全公共下水道
事業
第1号地質調査業務

４６．５３１４，６６８，５００
（６９８，５００）

６，８２５，０００
（３２５，０００）

株東京設計
事務所
佐賀事務所

日本理水設計株九州支店・株東京設計事務所佐賀事務所
株日新技術コンサルタント佐賀出張所

日本水工設計株九州支社

芦刈特定環境保全公共下水道
事業
芦刈汚水幹線調査設計業務

９２．８６３０，８７０，０００
（１，４７０，０００）

２８，６６５，０００
（１，３６５，０００）株政工務店

株武富組・株政工務店・株下村建設・株大義建設
株エグチ・ビルド・岡本建設株・西岡建設株

株中島工務店・株久保建設

芦刈特定環境保全公共下水道
事業
牛王第5号管渠布設工事

９７．９９１３，６０８，０００
（６４８，０００）

１３，３３５，０００
（６３５，０００）株ミゾタ株ミゾタ・株協和製作所・株酉島製作所佐賀営業所

鉱害復旧施設維持管理
砥川北部地区　灌水施設補修
工事

９７．７８２３，６２５，０００
（１，１２５，０００）

２３，１００，０００
（１，１００，０００）株田中丸設備古賀空調工業株小城営業所・株田中丸設備

株鮎川電工・株久保建設村前橋・浪松橋水管橋工事

９２．３６５７，７５０，０００
（２，７５０，０００）

５３，３４０，０００
（２，５４０，０００）株中島工務店

株武富組・株政工務店・株下村建設・株大義建設
株エグチ・ビルド・岡本建設株・西岡建設株

株中島工務店・株久保建設
牛津公共下水道事業
両新村第3号管渠布設工事

９４．６７１１，６１３，０００
（５５３，０００）

１０，９９３，５００
（５２３，５００）株嶋本建設

株江里口造園小城支店・株城南建設・株中部ガス
有岩松建設・株エイ・ティ・ジー
協栄建設株・株嶋本建設

土地改良施設維持管理適正化
事業　三日月南部用排水路　
江口水路工事

９３．７７１３，３２４，５００
（６３４，５００）

１２，４９５，０００
（５９５，０００）株豊城建設南里土木株・株豊城建設・水田建設株

服巻建設株・株永田建設・有古川建設
土地改良施設維持管理適正化
事業（施設改善対策事業）
牛津東部用排水路　生立ヶ里西水路工事

９４．９１１３，８２８，５００
（６５８，５００）

１３，１２５，０００
（６２５，０００）株中部ガス

南里土木株・株豊城建設・株城南建設・水田建設株
株中部ガス・株永田建設・有古川建設

有岩松建設・株嶋本建設

農業集落排水資源循環統合補
助事業　堀江地区　
芦田第2号管渠布設工事

９２．０４１０，９５１，５００
（５２１，５００）

１０，０８０，０００
（４８０，０００）

西日本総合
コンサルタント

株

株親和コンサルタント・国際技術コンサルタント株
株コスモエンジニアリング佐賀支店
株トップコンサルタント・朝日テクノ株

西日本総合コンサルタント株・株九州構造設計

三日月特定環境保全公共下水
道事業
第2号調査設計業務

９４．６５１０，５９４，５００
（５０４，５００）

１０，０２７，５００
（４７７，５００）株永田建設南里土木株・株豊城建設・水田建設株

服巻建設株・株永田建設・有古川建設
土地改良施設維持管理適正化
事業　（施設改善対策事業）
江津ヶ里用排水路工事

入 札 結 果 の 公 表

　基礎年金番号に結びついていない約５，０００万件の記録について、平成１９年１１月からコンピュータによる名寄せ
作業を開始し、その結果みなさまの基礎年金番号と結びつく可能性のある記録が出てきた方に、平成１９年１２月
から平成２０年３月までの間に「ねんきん特別便」をお送りしています。
　それ以外のすべてのみなさまにも順次「ねんきん特別便」をお送りしますので、お待ちください。
●年金受給者の方へは、４月から５月までの間に。
●現役加入者の方へは、６月から１０月までの間に。

　「ねんきん特別便」によるご本人様のご確認及びお手続きを経て、はじめて記録が結びつくことができます。 
　お手数をおかけしますが、お手元に届きました「ねんきん特別便」により、ご自身の年金記録に記載もれ
や誤りがないかを確認の上、必ずお手続きくださいますようお願いいたします。

【ご質問・お問合せは】
「ねんきん特別便専用ダイヤル」へ（ご利用時間は同封書類でご確認を）

☎0570－058－555（携帯ＯＫ・市内通話料でＯＫ）
　　　　　　　※ＩＰ電話・ＰＨＳからは「０３−６７００−１１４４」にお電話ください。
　　　　　　　※一般の年金相談は「ねんきんダイヤル」０５７０−０５−１１６５まで。
お近くの社会保険事務所または年金相談センターの相談窓口へもおいでください。

＜佐賀社会保険事務所　☎31－4191　（ホームページ）　http://www.sia.go.jp/＞
　■注意■「ねんきん特別便」に関してＡＴＭの操作をお願いすることはありません。

佐賀社会保険事務局・佐賀社会保険事務所

「ねんきん特別便」をお送りします。
あなたの“年金記録”の確認をお願いします！　＜社会保険庁＞
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ち
の
話
題

スクッピト

あんなこと

こ
んなこと

新新新発見ま

16

れ
た
米
、
野
菜
を
は
じ
め
、
小
城

産
の
大
豆
と
県
内
産
の
大
麦
を

使
っ
た
味
噌
、
芦
刈
の
ノ
リ
を

使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
で
、
子
ど
も
た

ち
は
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま

し
た
。

（
写
真
は
三
里
小
学
校
）

　

１
月　

日
、
市
内
の
小
中
学
校

２５

で
お
い
し
い
ふ
る
さ
と
の
食
材
を

味
わ
っ
て
も
ら
う
「
小
城
市
ふ
る

さ
と
食
の
日
」
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

食
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
や

市
内
で
作
ら
れ
る
食
材
に
つ
い
て

学
ぶ
時
間
を
持
つ
と
と
も
に
、
お

い
し
い
ふ
る
さ
と
の
食
材
を
味

わ
っ
て
も
ら
う
も
の
で
、
市
内
す

べ
て
の
学
校
で
取
り
組
ん
だ
１
月

　

日
～　

日
ま
で
の
「
学
校
給
食

２２

２５

週
間
」
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ

た
も
の
で
、
住
ん
で
い
る
地
域
の

食
材
を
食
べ
な
が
ら
、
元
気
で
健

康
な
体
と
や
さ
し
い
心
を
育
ん
で

欲
し
い
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
日
の
給
食
は
、
市
内
で
と

 

小
城
う
ま
か
ば
い
給
食

　
　

月　

日
、
㈱
ス
ー
パ
ー
モ
リ

１２

１８

ナ
ガ
代
表
取
締
役
・
堤
浩
一
氏
か

ら
、
市
へ　

万
円
を
寄
付
し
て
い

２０

た
だ
き
ま
し
た
。

　
　

月　

日
に
は
、
牛
津
高
校
が
、

１２

２１

産
業
ま
つ
り
で
の
手
浴
、
手
作
り

ハ
ー
ブ
石
鹸
販
売
や
、
試
食
の
収

益
金
を
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付

を
さ
れ
、
ア
イ
ル
の
プ
レ
イ
ル
ー

ム
に
遊
具
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た　

月　

日
に
は
、
牛
津
幼

１２

２５

稚
園
が
、
在
園
児
の
ク
リ
ス
マ
ス

と
卒
園
児
の
ク
リ
ス
マ
ス
で
の
献

金
を
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。

 

寄
付
あ
り
が
と
う

　

ご
ざ
い
ま
す

　

１
月　

日
、
市
内
４
会
場
で
小

１３

城
市
成
人
式
が
開
催
さ
れ
、
晴
れ

着
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
５
３
５

人（
小
城
：
１
９
８
人
、三
日
月
：

１
４
１
人
、
牛
津
：
１
３
５
人
、

芦
刈
：　

人
）
が
参
加
し
て
、
大

６１

人
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し

た
。

　

江
里
口
市
長
が
「
一
番
で
な
く

て
も
、
個
々
人
が
持
っ
て
い
る
感

性
や
個
性
を
磨
け
ば
人
は
本
当
に

輝
い
て
見
え
ま
す
。
ど
う
か
皆
さ

ん
も
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
を
目
指
し
、

元
気
で
輝
か
し
い
人
生
を
歩
ん
で

く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
新

成
人
を
祝
福
し
ま
し
た
。
ま
た
、

各
会
場
に
て
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
、
式
典
を
盛
り
上
げ
て
い

ま
し
た
。

　

会
場
周
辺
は
、
晴
れ
着
姿
を
カ

メ
ラ
や
携
帯
電
話
で
記
念
撮
影
す

る
姿
や
、
旧
友
と
の
再
会
を
喜
ぶ

姿
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

 

小
城
市
成
人
式
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新
し
い
太
鼓
で
初

打
ち

　

１
月
８
日
小
城
公
民
館
ホ
ー

ル
で
「
小
城
太
鼓
」
会
員
と
子

供
太
鼓
「
小
天
狗
」
会
員
約　
３０

人
が
参
加
し
て
新
年
は
じ
め
て

の
太
鼓
の
演
奏
を
行
い
ま
し
た
。

　

小
城
太
鼓
は
活
気
あ
る
ふ
る

さ
と
づ
く
り
と
郷
土
小
城
の
新

た
な
文
化
芸
能
を
目
的
と
し
て

平
成
元
年
に
結
成
し
ま
し
た
。

小
天
狗
は
小
城
太
鼓
の
子
供
太

鼓
と
し
て
太
鼓
を
と
お
し
た
仲

間
づ
く
り
や
郷
土
愛
を
育
て
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
平
成
８
年

に
結
成
し
ま
し
た
。

　

年
間
と
お
し
て
市
内
外
の
イ

ベ
ン
ト
等
で
演
奏
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
初
打
ち
で
は
宝
く
じ

の
普
及
広
報
事
業
で
あ
る　

年
１９

度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で

購
入
し
た
新
し
い
太
鼓
３
台
も

加
わ
り
、
楽
し
い
初
打
ち
と
な

り
ま
し
た
。

 

消
防
団
出
初
式
、
文
化
財
防
火
訓
練

　

平
成　

年
新
春
を
飾
る
恒
例

２０

の
「
小
城
市
消
防
団
出
初
式
」

が
１
月
６
日
、
小
城
公
園
内
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
消
防
団

員
や
消
防
関
係
者
約
８
０
０
人
、

ポ
ン
プ
車　

台
が
参
加
し
、
分

４５

列
行
進
や
一
斉
放
水
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

気
合
に
満
ち
た
き
び
き
び
し

た
動
作
に
は
、
「
市
民
の
生
命
、

財
産
を
守
る
」
と
い
う
新
た
な

決
意
が
表
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
月　

日
は
昭
和　

２６

２４

年
、
法
隆
寺
金
堂
壁
画
が
焼
失

し
た
日
に
当
た
り
、
こ
の
日
を

「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
と
定
め
、

全
国
的
に
文
化
財
防
火
運
動
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
城
市
で
も
、
１
月　

日
に

２０

小
城
町
で
、　

日
に
は
三
日
月

２７

町
、
牛
津
町
、
芦
刈
町
で
「
文

化
財
防
火
訓
練
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

消
防
団
員
な
ど
総
勢
約
３
０

０
人
が
参
加
し
、
消
防
署
員
の

指
導
を
受
け
、
火
災
を
想
定
し

た
小
型
ポ
ン
プ
の
中
継
や
放
水

の
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
写
真
は
小
城
町
）

　

冬
休
み
に
岩
松
小
学
校
近
く

の
子
ど
も
た
ち
が
カ
レ
ー
と

キ
ャ
ロ
ッ
ト
ゼ
リ
ー
作
り
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

夏
の
終
わ
り
ご
ろ
、
近
く
の

高
齢
者
、
民
生
児
童
委
員
、
青

少
健
の
人
達
と
一
緒
に
蒔
い
た

人
参
、
植
え
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の

収
穫
時
期
を
迎
え
た
暮
れ
の　
２５

日
に
、
若
竹
教
室
の
児
童
も
参

加
し
て
、
み
ん
な
で
ジ
ャ
ガ
イ

モ
掘
り
を
し
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
収
穫
し
た
野
菜
を

使
っ
て
カ
レ
ー
と
キ
ャ
ロ
ッ
ト

ゼ
リ
ー
作
り
に
挑
戦
。
地
元
の

方
に
習
い
な
が
ら
上
手
に
作
り

あ
げ
ま
し
た
。
「
切
る
の
が
す

ご
く
楽
し
か
っ
た
」
「
う
ま

か
っ
た
」
「
来
年
も
料
理
し
た

い
」
と
全
員
の
声
。

　

家
で
は
な
か
な
か
出
来
な
い

体
験
だ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。

 

冬
休
み　

野
菜
の

収
穫
と
料
理
づ
く

り
体
験

　

知
的
障
害
者
授
産
施
設

「
ワ
ー
ク
ピ
ア
天
山
」
（
原
口

豊
秀
理
事
長
／
小
城
町
）
に
、

天
皇
陛
下
か
ら
「
御
下
賜
金

（
ご
か
し
き
ん
）」が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

天
皇
陛
下
の
誕
生
日
に
合
わ

せ
て
全
国
の　

の
優
良
な
民
間

６１

社
会
福
祉
施
設
、
団
体
が
選
ば

れ
た
も
の
で
す
。

　

ワ
ー
ク
ピ
ア
天
山
で
は
、
現

在
約　

人
が
通
所
し
、
農
作
物

４０

や
菓
子
製
造
、
緩
衝
材
加
工
な

ど
、
個
々
人
の
特
性
に
応
じ
た

支
援
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
福
祉
法
人
と
し

て
は
全
国
初
と
な
る
「
郵
便
」

事
業
（
特
定
信
書
便
事
業
）
に

平
成　

年
９
月
か
ら
乗
り
出
し
、

１９

障
害
者
の
自
立
に
向
け
た
新
た

な
収
益
源
確
保
に
取
り
組
む
な

ど
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

 

ワ
ー
ク
ピ
ア
天
山

に
御
下
賜
金



健康コーナー
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ウッディデンタルクリニック
　　　　　　　白木　洋

健康と歯健康と歯

　

人
生　

年
と
い
う
超
高
齢
化
社

８０

会
の
日
本
に
お
い
て
健
康
で
長
生

き
す
る
た
め
に
は
何
が
必
要
な
の

か
と
い
う
問
い
に
即
答
で
き
る
人

は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

人
間
が
生
き
て
い
く
た
め
に
必

要
な
衣
食
住
の
中
で
最
も
重
要
な

食
。

　

そ
の
食
物
を
身
体
に
取
り
込
む

最
初
の
消
化
器
官
で
あ
る
口
腔
。

口
腔
を
構
成
す
る
口
唇
・
歯
・

舌
・
下
顎
骨
・
咀
嚼
筋
等
が
正
常

に
働
く
こ
と
が
最
も
重
要
な
こ
と

な
の
で
す
。

　

現
在
、　

歳
で　

本
の
歯
を
残

８０

２０

そ
う
と
い
う
８
０
２
０
運
動
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は　

本
２８

（
親
不
知
を
除
く
）
の
永
久
歯
で

噛
ん
で
い
る
人
の
咀
嚼
（
食
べ
物

を
か
み
つ
ぶ
す
）
能
力
を
１
０
０

％
と
す
る
と
総
入
れ
歯
の
人
の
そ

れ
は　

～　

％
で
し
か
な
い
と
い

２５

３０

う
こ
と
、
永
久
歯
が　

本
残
っ
て

２０

い
る
場
合
は　

～　

％
以
上
の
能

６０

７０

力
が
あ
り
健
康
的
な
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
か
ら
で
す
。

　

で
は
、　

歳
で　

本
の
歯
を
残

８０

２０

す
た
め
に
は
何
が
必
要
で
し
ょ
う

か
？

　

こ
れ
は
ひ
と
え
に
お
母
さ
ん
の

愛
情
の
力
で
す
。

　

歯
の
健
康
は
母
親
の
胎
内
で
始

ま
り
ま
す
。
お
母
さ
ん
が
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
食
事
を
と
っ
た
か
が

お
な
か
の
中
の
赤
ち
ゃ
ん
に
影
響

す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
で
供
人
生　
８０

年
僑
が
始
ま
り
、
食
べ
る
能
力
、

も
の
を
噛
む
能
力
は
口
唇
、
舌
、

歯
ぐ
き
、
乳
歯
、
永
久
歯
と
、
段

階
的
に
順
序
を
追
っ
て
発
達
し
て

い
き
ま
す
。
成
長
す
る
に
従
っ
て

む
し
歯
や
歯
周
病
、
顎
関
節
症
な

ど
の
病
気
が
起
こ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
す
。

　

歯
の
健
康
の
第
一
歩
は
お
母
さ

ん
の
赤
ち
ゃ
ん
へ
の
愛
情
と
子
育

て
の
た
め
の
努
力
に
よ
っ
て
き
ま

り
ま
す
。

　

よ
く
子
供
さ
ん
の
む
し
歯
の
治

療
に
来
ら
れ
た
お
母
さ
ん
方
が
治

療
費
が
高
い
、
治
療
に
つ
れ
て
く

る
の
が
大
変
と
言
わ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
で
も
、
む
し
歯
を
作

ら
な
い
よ
う
努
力
す
れ
ば
そ
ん
な

に
治
療
費
は
掛
か
り
ま
せ
ん
し
、

時
間
も
取
り
ま
せ
ん
。
日
本
は
世

界
の
中
で
も
珍
し
い
む
し
歯
の
治

療
に
保
険
が
使
え
る
国
な
の
で
す

（
留
学
す
る
人
や
海
外
に
長
期
滞

在
す
る
人
は
要
注
意
で
す
。
早
め

に
治
療
を
受
け
て
か
ら
海
外
へ
行

き
ま
し
ょ
う
概
）。

　

多
く
の
国
々
で
は
む
し
歯
は
予

防
で
き
る
も
の
で
、
む
し
歯
が
あ

る
人
は
自
己
管
理
が
で
き
て
い
な

い
、
む
し
歯
が
放
置
さ
れ
て
い
る

子
供
は
母
親
が
面
倒
を
見
て
い
な

い
、
ネ
グ
レ
ク
ト
（
育
児
放
棄
）

さ
れ
て
い
る
と
見
な
さ
れ
る
こ
と

も
多
い
よ
う
で
す
（
日
本
で
も
、

数
年
前
に
東
京
都
は
３
本
以
上
の

む
し
歯
が
放
置
さ
れ
て
い
る
子
供

は
虐
待
を
受
け
て
い
る
と
み
な
し
、

報
告
す
る
よ
う
教
育
委
員
会
に
通

達
を
出
し
て
い
ま
す
）
。

　

３
歳
ま
で
に
む
し
歯
を
作
ら
な

け
れ
ば
後
は
む
し
歯
は
出
来
に
く

く
な
り
ま
す
。
お
母
さ
ん
の
愛
情

と
努
力
あ
る
の
み
で
す
。

　

で
は
む
し
歯
を
作
ら
な
い
た
め

に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
？

　

む
し
歯
の
起
こ
る
原
因
に
は
歯

質
、
糖
分
、
ば
い
菌
、
時
間
の
４

つ
の
要
因
が
必
要
で
す
。
そ
の
た

め
予
防
に
は
歯
質
の
強
化
、
糖

分
・
ば
い
菌
の
除
去
が
有
効
で
す
。

　

歯
質
の
強
化
に
は
フ
ッ
素
が
、

糖
分
（
食
物
残
さ
）
・
ば
い
菌

（
む
し
歯
菌
）
・
時
間
は
規
則
正

し
い
食
生
活
と
食
後
の
速
や
か
な

正
し
い
歯
磨
き
と
４
～
６
ヶ
月
ご

と
に
歯
科
医
院
で
定
期
健
診
を
受

け
る
こ
と
で
予
防
で
き
る
こ
と
が

多
い
よ
う
で
す
。

　

次
に
歯
周
病
の
起
こ
る
原
因
は

む
し
歯
と
同
じ
で
す
が
ば
い
菌

（
歯
周
病
菌
）
が
異
な
る
だ
け
で

む
し
歯
と
同
様
の
対
応
で
予
防
で

き
ま
す
。

　

最
後
に
顎
関
節
症
の
起
こ
る
原

因
は
確
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
歯

ぎ
し
り
や
低
い
噛
み
合
わ
せ
、
精

神
的
ス
ト
レ
ス
な
ど
で
は
な
い
か

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

正
式
に
は
１
．
顎
関
節
や
咀
嚼

筋
の
疼
痛　

２
．
関
節
雑
音　

３
．

開
口
障
害
な
い
し
顎
運
動
異
常
の

３
つ
の
症
状
の
う
ち
一
つ
で
も
認

め
ら
れ
る
と
顎
関
節
症
と
診
断
さ

れ
ま
す
。

　

以
前
は
更
年
期
の
女
性
や
思
春

期
の
女
性
に
多
か
っ
た
の
で
す
が

最
近
で
は
男
性
や
小
学
生
、
幼
稚

園
児
に
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
食
生
活
や
生
活
習
慣

に
よ
る
も
の
が
多
く
影
響
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
人
間

の
歯
は
４
ミ
ク
ロ
ン
の
違
い
が
認

識
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
人
間
の
体

の
中
で
最
も
識
別
能
の
小
さ
い
も

の
で
す
。
ま
た
む
し
歯
で
歯
を
一

本
抜
い
て
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く

と
五
本
の
歯
に
影
響
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
人
間
の
顎
は
左
右
の
関
節

で
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
ブ
ラ
ン
コ

の
よ
う
な
も
の
で
す
か
ら
、
横
を

向
い
て
食
事
を
し
た
り
、
あ
ま
り

噛
ま
ず
に
飲
み
込
ん
だ
り
す
れ
ば

簡
単
に
ず
れ
て
い
き
ま
す
。

　

む
し
歯
や
歯
周
病
が
認
め
ら
れ

な
く
て
歯
並
び
が
よ
い
場
合
は
顎

関
節
症
状
を
予
防
す
る
た
め
に
正

し
い
姿
勢
で
正
し
く
よ
く
噛
む
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

顎
の
異
常
は
歯
科
で
治
療
を
行

い
ま
す
。
専
門
医
の
歯
科
医
院
で

治
療
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

顎
関
節
症
や
顎
関
節
疾
患
、
か

み
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
ま
た
次
の

機
会
に
詳
し
く
述
べ
た
い
と
思
い

ま
す
。
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訪問販売・電話勧誘販売・消費者契約などのトラブル

消消消消消消消消消消消消消消消消費費費費費費費費費費費費費費費費生生生生生生生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活活活活活活活相相相相相相相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談談談談談談談をををををををををををををををを受受受受受受受受受受受受受受受受付付付付付付付付付付付付付付付付けけけけけけけけけけけけけけけけてててててててててててててててていいいいいいいいいいいいいいいいまままままままままままままままま消費生活相談を受付けていますすすすすすすすすすすすすすすすす。。。。。。。。。。。。。。。。。
困ったときは早めにご相談ください。
消費生活専門相談員による相談を

毎週月・水・金曜日（10：00～16：00）
電話・面談にてお受けします。
相談専用電話　☎７２－５６６７

市民課（小城庁舎）消費生活相談係　担当　小柳・円城寺
緯７３－８８００　内線２１４５

困った時は早めに相談！！
まずは電話で相談してね！

 だまされない　ともちゃん

  相談事例
　公的機関の職員を名乗り、「医療費の払い戻しがある」「還付金が
ある」などという内容の電話があり、「携帯電話を持って近くのスー
パーにあるＡＴＭ（現金自動預払機）に行き、今から言うフリーダイ
ヤルに電話をするように」と指示された。

（５０歳代　女性）

公的機関を装い
請求手続きを案内する

不審な電話に注意 !?

アドバイス
電話で市役所や社会保険庁職員を名乗り、税金や医療費を還付すると言ってＡＴＭ（現金自動預払機）に誘い
出し、還付金を受け取る手続きと思い込ませ、言葉巧みにＡＴＭを操作させ、お金を振り込ませる被害が相次い
でいます。

だまされないためのポイント

１．市役所や社会保険事務所、税務署等の公的機関が、医療費や税金の還付の手続き
　を電話で案内することは通常行っていません。 

２．還付金の受取のためＡＴＭ（現金自動預払機）の操作を求め
　ることはありません。
３．不審だと思ったら、相手が名乗った機関の電話番号を電話帳などで調べ、その真
　偽を確かめましょう。

医療費の払い戻
しがあります。
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第１４回　小城少年少女合唱団発表会
　小城町内の小学生たちが、一生懸命唄います。
　毎年恒例のオペレッタは、｢おしいれのぼうけ
ん」懐かしい歌も唄います。
　どうぞ見に来て楽しんでください。
とき　平成２０年２月２４日（日）
開場　１３：００　　開演　１３：３０
場所　小城公民館３階大ホール
抽選によるプレゼントもあります。
問合せ　代表　田中丸　淑子　
　　　　☎72－2810

小城市男女共同参画ネットワーク
「出前講座・第３弾」です

テーマ　「知ってますか？ＤＶの現状」
トーク＆トーク
　小城市在住エッセイスト　　　　
　　笠原　瑠璃子さん
　フリーアナウンサー
　　副田　ひろみさん
日時　２月２４日（日）１３：３０～１５：３０
場所　小城保健福祉センター「桜楽館」
　何故ＤＶが起きるのか？連れ合いが突然豹変
したときどうすればいいのか？
　友達が困っているとき何が出来るのか？等　
　質問の時間もあります。
　「知は力なり」　明るいあしたのために、誘
い合ってご参加ください。　
連絡先　　☎66－0204　西岡
　この事業は小城市男女共同参画推進事業補助
金の支援を受けています。

平成１９年度　小城市文化連盟
文化研究会のお知らせ

〜小城市“文化の息吹き”町おこし座談会〜
日時　２月２３日（土）１０：００～１２：３０
場所　小城町保健福祉センター（桜楽館）
　　　多目的ホール
講師　（パネリスト）
　　　小森喜紹氏・上野美智子氏
　　　青山陽風氏・野田路人氏
演題　小城で頑張っている人の“夢の話＆苦労話”
アトラクション
　　　三日月町うたごえクラブ
　　　芦刈保育園児のソーラン節
問合せ　小城市文化連盟事務局　田中
　　　　☎73－8808　思73－8812

小城市文化連盟主催「春の文化展」
〜三日月条里の里のひなまつり〜

　小城市文化連盟三日月支部では毎年恒例とな
りました「春の文化展」を今年も開催いたしま
す。たくさんのひな人形の展示や、おひな様手
作り教室の開催、お茶会などもありますので、ぜ
ひみなさんでお誘い合わせの上、お越しください。
日時　３月１日（土）１０：００～１６：００
　　　３月２日（日）１０：００～１５：００
場所　小城市三日月町長神田１８４５
　　　小城市生涯学習センター
　　　（ドゥイング三日月）
問合せ　小城市文化連盟三日月支部事務局
　　　　☎72－1616　担当　馬場・糸山
※展示してくださる人形を募集いたします。詳
しくは事務局までお問い合わせください。 福祉住環境コーディネーター２級検定

セミナー受講者募集
　これからの高齢者社会に対応する人材育成と
して、快適に暮らせる住みよい地域社会づくり
に貢献できる人材を育成することを目的として
います。
日時　３月～４月（講習４回、模擬試験１回）
場所　メートプラザ佐賀ほか
募集締切　２月２０日　　募集人員　３０人
講習料　２万円（テキスト代別）
申込み方法　住所・氏名・連絡先をご記入の上、
ハガキ、ＦＡＸ、Ｅメールで申込みください。
申込み・問合せ　
〒８４９−０９１８　佐賀市兵庫南３丁目１２−１４
佐賀県福祉住環境コーディネーター協会事務局
（西本）
☎080－1737－4409
思0954－23－0829（武雄）
E-mail:saga-fjca@po2.bunbun.ne.jp

「講演会及び募金活動についてのお礼」
　この度は、三日月町高校生保護者会主催講演
会（講師　森美加さん）の際、多数ご出席いた
だき、また、「佐賀いのちの電話」の募金活動に
は多大なるご協力を賜り、誠にありがとうござ
いました。
　佐賀いのちの電話から、「一人でも自殺者が減
少することを祈って相談活動を行っております
が、募金活動には、過分なるご寄付を賜り心から
感謝申し上げます」旨の礼状が届いております。
　三日月町高校生保護者会においては、講演会
の他、さまざまな青少年の健全育成に関する活
動を実施していますが、今後ともご協力とご支
援のほどよろしくお願い申し上げます。
三日月町高校生保護者会事務局　松島　政治
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Consultation
各　種　相　談

時　間場　所相談日相談名

９：３０～１１：３０
三日月町　ゆめりあ

毎週月曜日

健康相談
芦刈町　ひまわり

９：３０～１１：３０
小城町　桜楽館

毎週金曜日
牛津町　アイル

１４：００～１５：００小城町　桜楽館毎週金曜日医師による
健康相談

１３：３０～１５：３０

芦刈町　ひまわり毎　月
第１火曜日行政相談

人権相談
心配ごと
相談

三日月農村環境
改善センター

毎　月
第２火曜日

小城町　桜楽館毎　月
第３火曜日

牛津公民館毎　月
第４火曜日

１０：００～１５：００小城町
桜楽館　相談室

毎　月
第３金曜日

身障者相談
９：００～１２：００三日月農村環境改善

センター　会議室
毎　月
第１月曜日

１０：００～１２：００牛津町
アイル　ボランティアルーム

毎　月
第３水曜日

９：００～１２：００芦刈町
ひまわり　相談室

毎　月
第３水曜日

１０：００～１６：００小城庁舎
消費生活相談室

毎　週
月・水・金曜日

消費生活
相　　談
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人のうごき 人のうごき 
平成２０年１月１日現在（前月比）

46,766人
22,141人
24,625人
14,576　

人　口 

男 

女 

世帯数 

（－20）

（－25）

（＋5）

（＋1）

住民基本台帳 
にもとづく 

佐賀中部広域連合嘱託職員募集
業務内容
①介護保険法に基づく審査業務（常勤で審査会の補
　助事務）
②介護保険法に基づく認定調査（常勤で対象者を訪
　問し、調査及び調査表の作成）
③介護保険法に基づく認定調査（在宅で対象者を訪
　問し、調査及び調査表の作成）
採用人員　　①の業務　１人　②の業務　２人
　　　　　　③の業務　若干名
雇用期間　平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日
　（但し、２か月間は、試用期間となります。）
※勤務成績が良好な場合は雇用期間を更新します。
資格、免許等の条件
①の業務　保健師の資格及び普通自動車運転免許取
　　　　　得者
②③の業務　保健師、看護師、准看護師、介護支援専
　　　　　　門員のいずれかの資格及び普通自動車
　　　　　　運転免許取得者
※②③の業務は自家用車での対象者訪問が可能でパ
　ソコンが実務レベルで使用できる方
勤務形態　
①②の業務　月～金　週３５時間
　　　　　　（時間外の勤務有り）
③の業務　通常は、佐賀中部広域連合に出勤する必
　　　　　要はなく、定められた勤務時間はありま
　　　　　せん。但し、毎月１回研修のため、佐賀
　　　　　中部広域連合に出勤していただきます。
報酬　①の業務　月額　１９０，０００円
　　　②の業務　月額　１８３，２００円
　　　③の業務　在宅　１件当たり３，５００円
　　　　　　　　　　　（紙の調査票で提出）
　　　　　　　　在宅　１件当たり４，０００円
　　　　　　　　　　　（ＦＤのデータで提出）
応募方法　　
市販の履歴書（顔写真貼付）、必要な資格等を証明す
る書類の写しを揃えて、郵送するか佐賀中部広域連
合までご持参ください。
選考方法　　書類選考及び面接
※面接日時、場所については後日ご連絡いたします。
募集期間　３月１４日（金）郵送の場合は当日消印有効
※採用された方については、認定調査についての研
修を実施します。
問合せ　
〒８４０−０８３１　佐賀市松原４丁目２番２８号
佐賀中部広域連合認定審査課　☎40－1132

赤十字救急法基礎講習・救急員養成講習会
日時　３月２６日（水）～３月２９日（土）９：００～１７：００
会場　日本赤十字社佐賀県支部（佐賀市川原町２−４５）
講習内容　基礎講習（心肺蘇生法・ＡＥＤ・気道異
物除去他）、症状と手当、けが（止血法・包帯法）、骨
折の手当（固定法）、搬送　など
受講資格　満１５歳以上で、全日程参加できる方
受講料　無料
　　　（ただし教本教材費等として３，０００円必要）
その他　筆記用具、昼食をご持参ください。
　　　　動きやすい服装（ズボン）で参加ください。
申込み方法　電話で受講希望の講習名、受講者名、
連絡先をお知らせください。
申込み・問合せ
　日本赤十字社佐賀県支部事業課　
　担当　大町・大森　☎25－3108
受付時間　平日９：００～１８：００
受付締切り　３月７日（金）　ただし、会場の都合
により申込みが３０人になり次第締め切ります。

赤十字災害救護ボランティア研修会
日時　３月８日（土）９：３０～１５：３０
会場　日本赤十字社佐賀県支部（佐賀市川原町２−４５）
参加人数　３０人（定員になり次第締め切ります）
参加対象　一般
参加費　無料（昼食は当支部が用意します）
携行品　筆記用具、運動しやすい服装
申込み　開催の１週間前までに日本赤十字社佐賀県
支部あて電話またはＦＡＸで申し込んでください。
問合せ　日本赤十字社佐賀県支部事業課
　　　　☎25－3108　思25－4184
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小城市市民憲章 小城市市民憲章 
　小城市は、秀峰天山と有明の海、田園に恵まれ、伝統、文化、自然と調和

のとれた美しいまちです。 

　私たちは、小城市民であることに誇りと自覚と責任を持ち、平和を願い、

未来へ向かって前進するまちを築くため、この憲章を定めます。 

　一　豊かな自然を大切にし、環境にやさしいまちにします。 

　一　歴史と伝統を受け継ぎ、教養を高め、文化を創造するまちにします。 

　一　健やかな心と体をつくり、福祉の充実したまちにします。 

　一　働くことに喜びと誇りを持ち、活力あるまちにします。 

　一　思いやりの心を持ち、認め合い笑顔が輝くまちにします。 

（平成１９年４月１日制定） 
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「冬の有明海」
～冷凍ノリ初回摘み間近の漁場～
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